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使用許諾契約書

こ の契約書の日本語訳は、 英文の End User License Agreement （'EULA'） の理解を補

助す る目的で作成 さ れ た も の で す。 容易な表現 と 、 英文契約書 と の整合性に注意を

払 っ て作成し て お り ま す が、 一部意訳 さ れ て い る部分が あ り 、 本契約の詳細に つ き ま

し て は英文契約書を正式文書 と し て ご覧頂き た く お願い い た し ま す。 

End User License Agreement （EULA） ： 使用許諾契約書 

当製品 （以下 「本ソ フ ト ウ ェ ア」 と い う ） の導入お よ び ご利用の前に、 以下の使用許

諾契約書 （以下 「本契約書」 と す る） を お読み く だ さ い。

本ソ フ ト ウ ェ ア の ご利用に あ た っ て は、 お客様が本契約書に記載 さ れ た条項を事前に

承諾い た だ く も の と し、 本ソ フ ト ウ ェ ア を イ ン ス ト ー ル、 バ ッ ク ア ッ プ、 ダ ウ ン ロ ー

ド、 ア ク セ ス、 ま た は使用す る こ と に よ っ て、 お客様は本契約書の条項に承諾 さ れ た

も の と し ま す。

本契約書は、 本ソ フ ト ウ ェ ア に関し て お客様 （個人ま た は法人の い ずれで あ る か を問

い ま せ ん） と CyberLink Corp. （以下 「サ イ バ ー リ ン ク 」 と い い ま す） と の間に締結 さ

れ る法的な契約書 と な り ま す。

ラ イ セ ン ス の許諾お よ び保証規定 

本契約書を お読み に な り 、 記載 さ れ た条項に承諾 さ れ る場合は、 導入画面中に表示 さ

れ る本契約の同意を求め る画面で 「は い」 を ク リ ッ ク し て く だ さ い。 記載 さ れ た条項

に承諾い た だ け な い場合は、 イ ン ス ト ー ル作業を中止し、 本ソ フ ト ウ ェ ア の利用を中

止す る と と も に、 本ソ フ ト ウ ェ ア を コ ン ピ ュ ー タ上か ら削除し て く だ さ い。 

使用権の許諾 

サ イ バ ー リ ン ク は本ソ フ ト ウ ェ ア の非独占的な権利を お客様に対し て許諾し、 こ れ に

よ り お客様は、 本ソ フ ト ウ ェ ア を ご購入頂い た ラ イ セ ン ス数に準じ た台数の コ ン

ピ ュ ー タ へ イ ン ス ト ー ル し、 本契約記載の条項に従 っ て本ソ フ ト ウ ェ ア を利用す る こ

と が で き る も の と し ま す。

本ソ フ ト ウ ェ ア、 付属す る マ ニ ュ ア ル な ど の文書ま た は電子文書を含む一切の印刷物

（以下 「関連印刷物」 と い い ま す） の第三者へ の賃貸、 貸与、 販売、 変更、 修正、 リ

バ ー ス ・ エ ン ジ ニ ア リ ン グ、 逆 コ ン パ イ ル、 逆ア セ ン ブ ル、 転用、 商標の削除な ど は

で き な い も の と し ま す。

ま た、 バ ッ ク ア ッ プ を目的 と し て本ソ フ ト ウ ェ ア お よ び関連印刷物の複製を作成す る

場合を除い て、 本ソ フ ト ウ ェ ア お よ び関連印刷物の コ ピ ー は で き な い も の と し ま す。

「再販禁止」 表記の あ る場合を除い て、 本ソ フ ト ウ ェ ア の最初の お客様は、 本ソ フ ト

ウ ェ ア お よ び関連印刷物を一度に限 り か つ他の ユ ー ザ ー に直接行 う 場合に限 り 、 本契

約書記載の条項に沿 っ て恒久的に譲渡で き る も の と し ま す。 こ の場合、 最初の お客様

は本ソ フ ト ウ ェ ア お よ び関連印刷物の バ ッ ク ア ッ プ の一切を、 物理的お よ び電子的に



読み取 り が で き な い よ う 破棄し、 コ ン ピ ュ ー タ 上の本ソ フ ト ウ ェ ア お よ び関連印刷物

の一切を消去す る と と も に、 譲渡 さ れ た ユ ー ザ ー は本契約記載の条項に承諾い た だ く

も の と し ま す。 こ れ に よ り 、 当該ソ フ ト ウ エ ア の ご利用 ラ イ セ ン ス は自動的に解除 さ

れ ま す。 

所有権 

本ソ フ ト ウ ェ ア な ら び に関連印刷物の著作権、 特許、 商標権、 ノ ウ ハ ウ及び そ の他の

す べ て の知的所有権は、 体裁、 媒体、 バ ッ ク ア ッ プ で あ る か の如何に か か わ ら ず、 そ

の一切に つ い て サ イ バ ー リ ン ク に独占的に帰属し ま す。

本契約書に特に規定 さ れ て い な い権利はす べ て サ イ バ ー リ ン ク に よ っ て留保 さ れ ま

す。

ア ッ プ グ レ ー ド

本ソ フ ト ウ ェ ア が従来製品か ら の ア ッ プ グ レ ー ド で あ っ た場合、 従来製品の使用権は

本ソ フ ト ウ ェ ア の使用権に交換 さ れ る も の と し ま す。 本ソ フ ト ウ ェ ア の導入ま た は使

用に よ り 、 従来製品の使用許諾契約が自動的に解除 さ れ る こ と に お客様は同意 さ れ た

も の と し、 お客様に よ る従来製品の使用な ら び に第三者へ の譲渡は で き な く な り ま

す。 

第三者提供の コ ン テ ン ツ の利用 

お客様が、 本ソ フ ト ウ ェ ア に よ り 第三者か ら 提供 さ れ る画像 ・ 音声デ ー タ な ど の コ ン

テ ン ツ を再生し利用す る場合、 そ の権原お よ び無体財産権は、 各 コ ン テ ン ツ所有者の

所有物で あ り 、 著作権法お よ び そ の他の無体財産権に関す る法律な ら び に条約に よ っ

て保護 さ れ て い ま す。 本契約書は、 そ の よ う な コ ン テ ン ツ の使用権を許諾す る も の で

は あ り ま せ ん。

保証及び責任の限定 

サ イ バ ー リ ン ク は、 本ソ フ ト ウ ェ ア、 関連印刷物、 お よ び サ ポ ー ト サ ー ビ ス に起因し

て お客様又は そ の他の第三者に生じ た結果的損害、 付随的損害及び逸失利益に関し

て、 一切の瑕疵担保責任お よ び保証責任を負い ま せ ん。 ま た、 本ソ フ ト ウ ェ ア又は関

連印刷物の物理的な紛失、 盗難、 事故及び誤用等に起因す る お客様の損害に つ き一切

の保証を い た し ま せ ん。

サ イ バ ー リ ン ク は、 本ソ フ ト ウ ェ ア及び関連印刷物の機能も し く は サ ポ ー ト サ ー ビ ス

が お客様の特定の目的に適合す る こ と を保証す る も の で はな く 、 本ソ フ ト ウ ェ ア の選

択、 導入、 使用、 お よ び そ れ に よ っ て得 ら れ る結果に つ い て は、 す べ て お客様の責任

と な り ま す。

本契約書に記載の な い保証条項が発見 さ れ た場合、 保証対象期間は お客様が本ソ フ ト

ウ ェ ア を購入 さ れ た日か ら ９ ０ 日以内 と し、 保証金額は お客様が本ソ フ ト ウ ェ ア の購

入の た め に お支払い い た だ い た金額を超え な い も の と し ま す。



お客様が本契約を解除す る場合、 本ソ フ ト ウ ェ ア お よ び関連印刷物の バ ッ ク ア ッ プ を

含む一切を、 物理的お よ び電子的に読み取 り で き な い状態で破棄す る と と も に、 コ ン

ピ ュ ー タ上の本ソ フ ト ウ ェ ア お よ び関連印刷物の一切を消去す る も の と し ま す。 本契

約は、 本ソ フ ト ウ ェ ア に関し て お客様 と サ イ バ ー リ ン ク と の間に締結 さ れ、 台湾に お

け る法律に準拠し ま す。 本契約に起因す る紛争の解決に つ い て は、 Taiwan Arbitration 

Act. に準ず る も の と し ま す

著作権

All rights reserved. CyberLink Corporation の文書に よ る許可な く 本書の一部あ る い は全

部を作 り 変え た り 、 検索シ ス テ ム に保存し た り 、 あ る い は電子的、 機械的、 フ ォ ト コ

ピ ー、 記録的方法を含め、 い か な る方法に お い て も転送す る こ と を禁止し ま す。

法律の認め る範囲に お い て、 CyberLink PowerDirector は情報、 サ ー ビ ス、 ま た は 

CyberLink PowerDirector に関連し て提供 さ れ る製品に つ い て い か な る保証も行わな い

こ と 、 商品性、 特定目的へ の適合性、 プ ラ イ バ シ ー保護の見込み、 非侵害性に つ い て

い か な る暗示的保証も行わな い こ と を含め、 明示ま た は暗示の有無に関わ ら ず い か な

る保証も行わず現状の ま ま で提供 さ れ ま す。

こ の ソ フ ト ウ ェ ア を ご使用に な る と 、 お客様は CyberLink が こ の ソ フ ト ウ ェ ア ま た は

こ の パ ッ ケ ー ジ に含ま れ る素材を使用し た結果生じ る直接的、 間接的、 結果的損失に

つ い て一切責任を負わな い こ と に同意し た も の と みな さ れ ま す。

こ こ に記載す る条件は、 台湾の法律に よ り 管理お よ び解釈 さ れ る も の と し ま す。

CyberLink PowerDirector は本書に記載さ れ る そ の他の会社名お よ び製品名 と 同じ く 登

録商標で あ り 、 識別を目的 と し て の み記載 さ れ て お り 、 そ の所有権は各社が所有し て

い ま す。
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第 1 章 :

はじめに
この章では、 CyberLink PowerDirector と映像作品の作成手順の概要を紹介しま

す。 また、 このバージ ョ ンのプログラムの概要、 新機能の概要、 システム動作

環境についても説明します。 

注 ：当ガイ ドは参考資料です。 また、 内容および対応するプログラムは予告なしに
変更する場合があります。 あらかじめご了承く ださい。
1
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機能紹介
CyberLink のデジタル ビデオ編集ツールをご利用いただき、 ありがと うござい

ます。 CyberLink PowerDirector を使えば、 BGM、 吹き替え、 特殊効果、 ト ランジ

シ ョ ン効果などを盛り込んだプロ級のビデオ ムービーやフォ ト  スライ ド

シ ョーを作成することができます。 動画をファイルに出力、 YouTube または 
Facebook に直接アップロード、 ディスクに書き込み、 メニュー作成などもでき

ます。

最新機能

ここでは PowerDirector に搭載されている新機能を紹介します。

作業領域

• Explorer ビュー

- Explorer ビューを使って、 メディア ライブラリーを管理。

• 動画プレビュー

- フル スクリーンまたはセカンダリー ディスプレイ  ( モニターや DV 
カムコーダーなど ) で動画をプレビュー。

• 範囲の選択

- 範囲セレクターでタイムライン上のメディアのセグメン ト を選択し
て、 作品からコピー / 削除。

• グリ ッ ド  ラインおよび境界線

- グリ ッ ド枠 ( グリ ッ ド  ラインおよび境界線 ) を使って、 簡単に PiP お
よびタイ トルを配置。

• 拡張可能な作業領域

- ニーズに合わせて作業領域を拡張。
• プレビュー ウィンドウでの拡大 / 縮小

- 動画の PiP メディアを使用中にプレビュー ウィンドウで拡大 / 縮小

する便利なツール。

編集

• 最新のスライ ドシ ョー デザイナー

- スライ ドシ ョー デザイナーを使って、 セル、 3D、 ハイライ ト、 スラ

イ ドシ ョーをカスタマイズ。 

• パワー ツール
 2



第 1 章 :  はじめに
- パワー ツールを使って、 動画をクロップ、 回転、 逆再生、 速度変

更。
• メディアの補正 / 強調

- 動画を安定、 明るさを調整、 動画を強調。

- 動画ファイル上の映像 / 音声ノイズの除去。

- 画像の輝度調整、 赤目除去、 フォーカスの適用。
• パーティ クル デザイナー

- パーティ クル デザイナーを使って、 雪などの PiP エフェク ト を作成。

• ト ラ ッ ク  マネージャー

- PiP ト ラ ッ クをタイムラインに追加し、 同時に動画に最大 9 ト ラ ック

まで適用可能。

- 音楽ト ラ ックをタイムラインに追加し、 同時に動画に最大 3 ト ラ ッ

クまで適用可能。
• コンテンツ  プレビュー

- メディア ビューアーを使って、 フル スクリーンで動画作品をプレ

ビュー。

- デュアル ディスプレイを有効にして、 個々のディスプレイまたはカ

ムコーダーで動画作品をプレビュー。

出力

• 出力 ウィンドウ

- 最新デザインの [ 出力 ] ウィンドウで簡単に動画を出力。

• Facebook にアップロード

- 動画作品を  Facebook のページに直接アップロード。

• タイムライン情報の共有

- DirectorZone に作品のタイムライン情報を公開して、 動画作品の作

成方法を共有。 

ディスク作成

• ディスク作成ウィンドウ

- 最新デザインのユーザー インターフェイス。

- 複数の動画タイ トルをディスクに追加。

- ディスク全体のメニュー構造をプレビュー。
• メニュー作成
3
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- マルチレイヤーのメニューや使いやすいメニュー デザイナーを追

加。

グリーン機能 ( 省電力 ) と容量節約

• 自動シャッ トダウン

- 動画の出力後、 またはディスクへの書き込み後に、 自動的にコン
ピューターをシャッ トダウンすることで、 電力節減が可能。

• 一時ファイルを手動で削除

- 一時ファイルを手動で削除することで、 コンピューターの空き容量
を素早く確保。

その他

• ユーザー インターフェイスに DirectorZone を搭載

- DirectorZone の PiP オブジェク ト、 タイ トル テンプレート、 パーテ ィ

クル オブジェク ト、 ディスク  メニューが、 CyberLink PowerDirector 
のユーザー インターフェイスからアクセス可能。

• CPU/GPU 最適化

- 最新技術を採用し、 動画を出力またはディスクに書き込む際に HD 
動画コンテンツのレンダリングにおいて優れた性能を発揮。

DirectorZone

DirectorZone は、 CyberLink PowerDirector のユーザーが作成した PiP オブジェク

ト、 タイ トル テンプレート、 パーテ ィ クル オブジェク ト、 ディスク  メニュー

がダウンロードできるオンライン  サービスです。 自分で作成した作品を  
DirectorZone にアップロード して共有することもできます。

DirectorZone を利用するには、 CyberLink PowerDirector ウィンドウ上部の 
[DirectorZone にサインイン ] リンクをクリ ックします。 DirectorZone の機能や

サービスに関する詳細は、 http://directorzone.cyberlink.com をご覧ください。

PowerDirector のバージ ョ ン

CyberLink PowerDirector でご利用いただける機能は、 コンピューターにインス

トールされているバージ ョ ンによって異なります。 また、 対応ファイル形式、

編集機能、 ディスク作成機能、 およびその他の機能も、 バージ ョ ンによって異
なります。 
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バージ ョ ンの詳細は、 Readme ファイルを参照して ください。 CyberLink 
PowerDirector のバージョ ンとビルド番号を確認するには、 プログラム右上の 
CyberLink PowerDirector のロゴをクリ ックします。

ソフ トウェアのアップグレード

CyberLink では、 ソフ トウェアのアップグレードを提供しています。 ソフ トウェ

アをアップグレードするには、 [ バージ ョ ン情報 ] ウィンドウにある   [ アップグ

レード ] ボタンをクリ ックして く ださい。 [ アップグレード ] ウィンドウから、

CyberLink PowerDirector の新しいアップグレードやアップデート をダウンロー

ドすることができます。 新規のアップグレードを購入する場合、 CyberLink の購

入ページに移動します。

注 ： この機能を使用するには、 インターネッ トに接続する必要があります。
5
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PowerDirector のモード

CyberLink PowerDirector には、 [ キャプチャー ]、 [ 編集 ]、 [ 出力 ]、 [ ディスク

作成 ] のモードがあり、 実行内容に応じて切り替えます。

デフォルトでは、 最初に編集モードが開きます。 これらのボタンを押して、 タ
スク実行モードを切り換えます。

モード 説明

キャプ
チャー

さまざまな形式やソースからメディアをキャプチャーしま
す。 詳細は、 26 ページの 「メディアをキャプチャーする」 を
参照して ください。

編集 タイムラインに動画や画像を追加して、 ト ランジシ ョ ン、
エフェク ト、 タイ トルを追加するなどの編集作業を行いま
す。 詳細は、 41 ページの 「ス トーリーを作成する」 を参照し

て ください。

出力 作成した動画をファイル、 カムコーダー (DV、 HDV、 HDD)
に出力したり、 YouTube または Facebook にアップロード し

ます。 詳細は、 85 ページの 「動画作品を出力する」 を参照し

て ください。

ディスク作
成

動画をディスクに書き込み、 プロ品質のディスクを作成し
ます。 詳細は、 93 ページの 「ディスクを作成する」 を参照し

て ください。
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システム動作環境
一般的なデジタル動画編集作業を行う場合の最小システム要件は以下の通りで
す。

システム動作環境

画面解像度 • 1024 x 768、 16 bit カラー以上

OS • Windows 7/Vista/XP (HDV キャプチャーには 
Windows XP Service Pack 2 が必要 )

メモリー • 512 MB 推奨

• HD 動画編集には 2GB DDR2 以上を推奨

CPU • AVI キャプチャー / 出力 : Pentium II 450 MHz また

は AMD Athlon 500 MHz
• VCD 画質 (MPEG-1) プロファイル : Pentium III 600 

MHz または AMD Athlon 700 MHz
• DVD 画質 (MPEG-2) プロファイル : Pentium 4 2.2 

GHz または AMD Athlon XP 2200+
• 高画質 (MPEG-4 および WMV 、 QuickTime、

RealVideo のスト リーミング ) プロファイル : 
Pentium 4 2.4 GHz または AMD Athlon XP 2400+

• AVCHD および MPEG-2 HD (BD/HD 書込み用 ) プロ

ファイル : Pentium Core 2 Duo E6400 または Athlon 
64 X2 5000+
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注 ：最新のシステム動作環境については、 CyberLink の Web サイ ト  (http://
jp.cyberlink.com/) を参照して く ださい。 * CyberLink PowerDirector のオプシ ョ ン機能

です。 バージョ ンの詳細は、 Readme ファイルを参照して ください。

ビデオ キャプ

チャー デバイス

• WDM 規格準拠の PCI または USB1.0/2.0 キャプ

チャー デバイス (PC カ メラや WDM ド ライバー対

応 TV チューナーなど )
• OHCI 対応 IEEE1394 接続 DV カムコーダー ( 対応モ

デルは CyberLink Web サイ ト を参照 )
• USB2.0 接続の DVD カムコーダー ( 対応モデルは 

CyberLink Web サイ ト を参照 )
• Sony MicroMV/AVCHD/HDV カムコーダー ( 対応モ

デルは CyberLink Web サイ ト を参照 )
• JVC Everio カムコーダー ( 対応モデルは CyberLink 

Web サイ ト を参照 )

ハードディスク容量 • 5 GB (SmartSound Quicktrack Library には 400MB が

必要 )
• DVD 出力には 10GB (20 GB 推奨 )
• BD/HD/AVCHD 出力には 60GB (100GB 推奨 )

書込みデバイス • VCD/DVD/SVCD/AVCHD* への書き込みは、 CD また

は DVD 書き込みド ライブ (CD-R/RW、 DVD+R/RW、

DVD-R/RW) が必要

• Blu-ray ディスク * への書き込みは、 Blu-ray ディス

ク書き込みドライブが必要

マイク • 吹き替え録音にはマイクが必要

システム動作環境
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PowerDirector 作業領域
この章では、 CyberLink PowerDirector の作業領域と機能について説明します。 作
業領域は使用頻度が最も高い部分であり、 しっかり とおさえてお く必要があり
ます。 

A - ルーム、 B - ライブラリー ウィ ンドウ、 C - Explorer ビュー、 D - 拡張可能な作業領域、 E - タ
イムラインに合わせる / スクロール、 F - ルーラーのサイズ変更、 G - プレビュー ウィ ンドウ、

H - ディスプレイ / プレビュー オプシ ョ ン、 I - 拡大 / 縮小、 J - メディア ビューアー、 K - スナッ

プシ ョ ッ トの取得 / プレビュー画質、 L - 編集作業領域、 M - 範囲の選択、 N - ト ラ ッ ク  マネー

ジャー、 O - タイムライン / ストーリーボード  ビュー

A DC

O J EFN L K I GH

B

M
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ルーム
[ 編集 ] モジュールには、 動画の編集中に、 メディア、 エフェク ト、 タイ トル、

ト ランジシ ョ ンにアクセス可能な様々なルームがあります。 ルームでは、 音声

の録音やミキシング、 チャプターや字幕の追加などができます。 デフォルトで

は、 ライブラリー ウィンドウに [ メディア ルーム ] が表示されます。

メディア ルーム

[ メディア ルーム ] から、 メディア ライブラリーにアクセスします。 メ
ディア ライブラリーでは、 各形式の動画、 音声、 画像ファイルを取り込

みます。 [ メディア ルーム ] の [ カラーボード ] は Explorer ビューからアクセス

します。

ライブラリーの管理

 ボタンを押して、 ライブラリーのメディアを管理します。 以下のオプシ ョ

ンがあります。

• メディア ライブラリー全体を  PDL ファイルでエクスポート。

• CyberLink PowerDirector の他プロジェク トまたは他バージョ ンでエクスポー

ト したメディア ライブラリー (PDL ファイル ) をインポート。

• メディア ライブラリーのコンテンツ全体を削除。

エフェク ト  ルーム

[ エフェク ト  ルーム ] には、 動画 / 画像に追加する特殊エフェク トが含ま

れます。 詳細は、 49 ページの 「ビデオ エフェク ト を追加する」 を参照し

て ください。

PiP オブジェク ト  ルーム

[PiP オブジェク ト  ルーム ] には、 マスター ト ラ ッ クの動画 / 画像に追加

する画像が含まれます。 オブジェク トの主な種類は以下の通りです。

• 静止オブジェク ト
• 動くオブジェク ト
• フレーム
 10



第 2 章 :  PowerDirector 作業領域
挿入したオブジェク トは PiP ト ラ ッ クに表示され、 PiP デザイナーで変更できま

す。 詳細は、 49 ページの 「PiP オブジェク ト を追加する」 を参照して ください。

パーテ ィ クル ルーム

[ パーティ クル ルーム ] には、 マスター ト ラ ッ クの動画 / 画像に追加す

るパーティ クル エフェク ト  ( 雪、 粒子、 煙など ) が含まれます。 パー

ティ クル エフェク トは PiP ト ラ ッ クで編集します。

タイ トル ルーム

[ タイ トル ルーム ] には、 プロジェク トに適用するタイ トル、 文字、 ふ

きだしなどが含まれます。 詳細は、 51 ページの 「タイ トル エフェク ト を

追加する」 を参照して ください。

ト ランジシ ョ ン  ルーム

[ ト ランジシ ョ ン  ルーム ] には、 動画や画像クリ ップの間に適用してス

ムーズに表示したり、 より専門的に見せる ト ランジシ ョ ンが含まれま
す。 詳細は、 51 ページの 「ト ランジシ ョ ンを追加する」 を参照して ください。

音声ミキシング ルーム

[ 音声ミキシング ルーム ] では、 音声ト ラ ックの調整が行えます。 詳細は、

78 ページの 「音声ミキシング ルームで音声レベルのミキシングを行う」 
を参照して ください。

吹き替え録音ルーム

[ 吹き替え録音ルーム ] では、 動画の吹き替えが行えます。 詳細は、 81 
ページの 「吹き替えを録音する」 を参照して ください。

チャプター ルーム

[ チャプター ルーム ] では、 プロジェク トのチャプター マーカーを自動 /
手動で設定できます。 完成ディスクにチャプターを設定すると、 再生時
11
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にメニュー ページから設定したチャプター マーカーにジャンプできます。 詳

細は、 82 ページの 「チャプター」 を参照して ください。

字幕ルーム

[ 字幕ルーム ] では、 直接 TXT/SRT ファイルをインポート して字幕を挿入

することができます。 詳細は、 83 ページの 「字幕」 を参照して ください。

ライブラリー ウィンドウ
ライブラリー ウィンドウには、 すべてのメディア ( 動画、 画像、 音楽ファイル

) が含まれます。 メディアに適用するエフェク ト、 タイ トル、 ト ランジシ ョ ンも

含まれます。

ライブラリー ウィンドウに表示されるメディア コンテンツは、 表示するルー

ムによって異なります。

Explorer ビュー

 ボタンを押して、 ライブラリー ウィンドウの Explorer ビューを表示 / 非
表示します。 Explorer ビューから、 ライブラリー フォルダーにアクセスします。 
Explorer ビューでできることは次の通りです。
 12
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•  をクリ ックして、 ライブラリー ウィンドウに新しいサブフォル

ダーを追加。

• 既存のフォルダーを選択し、  をクリ ックして、 以前作成したサブ

フォルダーを削除。
• ライブラリー ウィンドウのフォルダーのコンテンツを検索。

注 ： ドロップダウン  メニューを選択するか、 ユーザー インターフェイスの  をク

リ ックして、 ライブラリー フォルダーにクイック  アクセスすることもできま

す。

ライブラリー メニュー

 をクリ ックして、ライブラリー メニューにアクセスします。 ライブラリー 
メニューでは、 目的に合わせてライブラリー ウィンドウのコンテンツの並び替

えと表示方法の設定ができます。 ライブラリー メニューは、 ルームによって追

加オプシ ョ ンが異なります。 

拡張可能な作業領域
 CyberLink PowerDirector の作業領域は拡張可能で、 好みに合わせてカスタマイ

ズが可能です。
13
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プレビュー ウィンドウとタイムラインの境界線をドラッグすると、 作業領域の

サイズが変更できます。 プレビュー ウィンドウのサイズをカスタマイズして、

ディスプレイを最大限に活用することができます。

タイムラインに合わせる / タイムラインにスクロール

する

作業領域のサイズ変更をしたり、 ト ラ ッ ク  マネージャーを使ってタイムライン

に PiP または音楽ト ラックを追加した後に、  ボタンをクリ ックすると、 す

べてのト ラックは既存のタイムライン内に表示されます。 指定のト ラックを表

示するのにスクロールする必要はありません。

 をクリ ックすると、 タイムラインのト ラックをスクロールして表示しま

す。

注 ： [ タイムラインにスクロール ] を有効にすると、 下にト ラ ックをスクロー

ルしても、 マスター ビデオ ト ラ ッ クは常に一番上のト ラックに配置されます。

ルーラーのサイズを変更する

タイムライン  ルーラーのサイズを変更することで、 タイムラインの表示を拡張

したり、 縮小したりすることができます。 ルーラーのサイズ変更をするには、

ルーラーをクリ ックして、 ド ラ ッグします。 ルーラーを拡張すると、 表示が拡

大されるので、 特にクリ ップやエフェク トの位置合わせに便利です。 タイムラ

イン  スライダー  を使ってタイムラインのサイズ変更を行う こ

ともできます。
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プレビュー ウィンドウ
作品を作成中に、 プレビュー ウィンドウでクリ ップ / ムービーのプレビューが

できます ( 再生コン トロールを使用 )。

タイムラインで選択したクリ ップを再生するには [ クリ ップ ] を、 作品全体を

再生するには [ ムービー ] をクリ ックします。  を選択して、 プレビュー動画 
( スナップシ ョ ッ ト も同様 ) の画質を設定することもできます。

他にも、 メディア ビューアーやセカンダリー ディスプレイで作品をフル スク

リーンで表示するなど、 複数のプレビュー方法があります。

拡大 / 縮小

タイムラインの PiP ト ラ ッ クにメディアを配置したら、 [ フ ィ ッ ト ] ドロップダ

ウン  メニューからプレビュー ウィンドウの画面を拡大 / 縮小します。 拡大は 
PiP メディアの配置に便利です。 縮小は PiP メディアを画面外から移動させる場

合に使用します。
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ディスプレイ / プレビュー オプシ ョ ン

編集時に役立つディスプレイ / プレビュー オプシ ョ ンも利用できます。   を

クリ ックして TV セーフ  ゾーン  ( 表示範囲 )、 グリ ッ ド  ライン、 デュアル プレ

ビューを表示し、 プレビュー モードを選択します。

TV セーフ  ゾーン  ( 表示範囲 ) とグリ ッ ド  ライン

タイムラインの PiP ト ラ ッ クにメディアを配置したら、 TV セーフ  ゾーン  ( 表示

範囲 )/ グリ ッ ド  ラインを使って、 映像の配置場所を決めます。

•  ボタンをクリ ックし、 [TV セーフ  ゾーン ] を選択すると、 通常のテレビ

画面の表示範囲を四角で示します。

•  ボタンをクリ ックし、 [ グリ ッ ド  ライン ] を選択すると、 画面に複数の

グリ ッ ド枠を示します。 このグリ ッ ド  ラインを参考にすると、 PiP メディア

をより正確な場所に配置できます。

設定後、 [ グリ ッ ド枠に合わせる ] を選択して、 選択したオブジェク ト をグ

リ ッ ド  ライン、 TV セーフ  ゾーン、 境界線に配置します。

デュアル プレビュー

セカンダリー ディスプレイ  ( コンピューターに接続されたモニター、 TV、 DV 

カムコーダー ) を使用する場合、  ボタンをクリ ックし、 [ デュアル プレ

ビュー ] を選択して、 作業領域を拡張し、 セカンダリー ディスプレイで作品を

プレビューします。

注 ： セカンダリー プレビュー ウィンドウとして接続したモニターまたは TV を使用

するには、 まず Windows の [ 画面のプロパティ ] 設定でデスク ト ップをセカンダ

リー ディスプレイに拡張設定する必要があります。

設定後、 プレビュー ウィンドウで再生すると、 作品をプライマリーおよびセカ

ンダリー ディスプレイ  (TV やモニター ) または接続された DV カムコーダーで

プレビュー可能になります ( 設定によって異なります )。
 16
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プレビュー モード

動画作品のプレビュー用に、 2 つのプレビュー モードがあります。

• リアルタイム : クリ ップおよびエフェク ト をリアルタイムで同期化 ・ レンダ

リングを行います。 動画のプレビューは、 標準の  25 (PAL) または 30 (NTSC) /
秒で表示されます。

• ノン  リアルタイム : 音声を ミ ュート し、速度を落としてプレビューを表示す

ることで、 スムーズに編集を行う ことができます。 ハイデフ ィニシ ョ ン映像

の編集、 低性能のコンピューターで複数の PiP ト ラ ッ クを編集、 プレビュー

時にフレームの脱落がある場合に便利です。 編集中にスムーズにプレビュー

できない場合、 音声を ミ ュート し、 速度を落とすことで、 さらに多くのフ
レーム / 秒を参考にできます。

メディア ビューアー

メディア ビューアーはプレビュー ウィンドウと類似しますが、 さらに大きな

画面 ( フル スクリーンも含む ) で表示することができます。 

メディア ビューアーの使用方法は次の通りです。

• プレビュー ウィンドウの  をクリ ックして、 メディア ビューアーを起動

します。

• メディア ビューアーの  をクリ ックして、 フル スクリーンで作品を表示

します。

• フル スクリーン  モードの  をクリ ックして、 ウィ ンドウを標準サイズに

戻します。

• フル スクリーン  モードの  をクリ ックして、 メディア ビューアーを閉じ

ます。

作業領域の編集
作業領域は、 メディア、 エフェク ト、 ト ランジシ ョ ン、 タイ トルを追加して作
品を作成するスペースです。 作業領域には、 2 種類のビュー ( タイムラインおよ

びストーリーボード ) があります。  または  ボタンをクリ ックしてアク

セスします。
17
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注 ：作業領域のデフォルト設定は、 35 ページの 「編集の環境設定」 を参照して くだ

さい。

タイムライン  ビュー

タイムライン  ビューは、 プロジェク ト全体を経過時間に基づいて表示します。 
このビューは、 エフェク トや字幕などを特定の位置に挿入する場合に便利で
す。 また、 タイムラインに配置される ト ラ ック、 メディア、 その他コンテンツ  (
チャプター マーカー、 字幕マーカー ) をすべて表示します。 タイムライン  

ビューに切り替えるには、  をクリ ックします。
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第 2 章 :  PowerDirector 作業領域
メディア ト ラ ッ ク

タイムラインには、 次のト ラックがあります。

ト ラ ッ ク 説明

[ マスター ビデオ ト ラ ッ ク ] にはプロジェク トのメインとなる

動画 / 画像クリ ップを配置します。

[ エフェク ト  ト ラ ッ ク ] にはマスター ビデオ ト ラ ックの動画 /
画像クリ ップに適用する特殊効果を配置します。

[PiP ト ラ ック ] には、 PiP エフェク ト表示時に、 マスター ビデ

オ ト ラ ッ クに挿入する動画クリ ップ、 画像、 オブジェク ト、

パーテ ィ クル エフェク ト を配置します。 [ ト ラ ッ ク  マネー

ジャー ] では、 最大 8 つの PiP ト ラ ッ クがタイムラインに追加

可能です。 PiP ト ラ ッ クはタイムライン上の順番に沿って番号

が付けられます。

[ タイ トル ト ラ ッ ク ] には、 タイ トル エフェク トの表示時に、

クリ ップ上に表示するタイ トル エフェク ト を配置します。

[ 音声ト ラ ック ] には、 吹き替えナレーシ ョ ンや副音声クリ ッ

プを配置します。

[ 音楽ト ラ ック ] には作品の主音声や音楽クリ ップを配置しま

す。 [ ト ラ ッ ク  マネージャー ] では、 最大 2 つの音楽ト ラ ックが

タイムラインに追加可能です。 音楽ト ラックは、 タイムライン

上の順番で番号が付けられます。

[ チャプター ト ラ ッ ク ] には、 現在の動画作品のチャプター 
マーカーをすべて配置します。 このト ラ ックは、 チャプター 
ルームを使用中の場合にのみ表示されます。

[ 字幕ト ラ ック ] には、 現在の動画作品の字幕マーカーをすべ

て配置します。 このト ラ ックは、 字幕ルームを使用中の場合に

のみ表示されます。

[SVRT ト ラ ッ ク ] には、 現在のプロジェク トの SVRT 情報が表示

されます。 詳細は、 112  ページの 「SVRT が適用される条件」 を参

照して ください。
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範囲の選択

タイムライン  スライダーのどちらか側の矢印をクリ ック＆ド ラ ッグして、 メ

ディアの範囲を選択します。

選択したら、 選択したメディアを切り取ったり、 コピーしてタイムラインの他
の場所に貼り付けます。

この機能を使って、 編集するクリ ップを手動でハイライ ト して、 削除したり ト
リ ミ ングすることもできます。

ト ラ ッ ク  マネージャー

ト ラック  マネージャー * を使って、 タイムラインに PiP または音楽ト ラ ックを

追加します。 同時に最大 9 つの PiP オブジェク ト、 3 つの音楽が作品に追加可能

です。 タイムラインにト ラ ックを追加するには、  をクリ ックしてから追加す

る  PiP/ 音楽ト ラックの番号を選択します。

注 ： * CyberLink PowerDirector のオプシ ョ ン機能です。 バージョ ンの詳細は、

Readme ファイルを参照して ください。

ト ラ ッ クのロック / ロック解除

タイムラインのト ラ ックをロックするには、 ト ラ ッ ク左側の  をクリ ックし

ます。 ト ラ ックをロックすると、 そのト ラックにクリ ップを追加したり、 ト

ラ ッ クに含まれるクリ ップを移動または編集したりすることはできな く なりま

す。 タイムラインのト ラ ックのロックを解除するには、 ト ラ ッ ク左側の  をク

リ ックします。
 20



第 2 章 :  PowerDirector 作業領域
ト ラ ッ クの表示 / 非表示

タイムラインのト ラ ックを非表示にするには、 プレビュー ウィンドウの [ ムー

ビー ] をクリ ックし、 ト ラ ッ ク左側の  をクリ ックします。 ト ラ ッ クを非表示

に設定すると、 プレビュー ウィンドウに表示されません。 ト ラ ッ クごとにプロ

ジェク ト をプレビューしたり、 作業中のト ラックのみを表示することができま
す。 

注 ： * CyberLink PowerDirector のオプシ ョ ン機能です。 バージョ ンの詳細は、

Readme ファイルを参照して ください。

タイムラインで非表示にしたト ラ ックを表示するには、 プレビュー ウィンドウ

の [ ムービー ] をクリ ックし、 ト ラ ッ クの左側の  をクリ ックします。

ス トーリーボード  ビュー

ストーリーボード  ビューは、 作品を表示するグラフ ィ ッ ク  ディスプレイで、

シーンや作品全体を視覚的に捉えるのに便利です。 ストーリーボード  ビューに

切り替えるには、  をクリ ックします。

注 ： ス トーリーボード  ビューでは多くの機能が使えません ( 動画 / 画像素材のみを

配置 )。 このビューで使用できない機能を使う と、 作業領域は自動的にタイムライ

ン表示に切り替わります。
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第 3 章 :

作成の準備をする
この章では、 メディアのインポート、 メディアのキャプチャー、 環境設定の設
定方法など、 作成の準備に必要な作業について説明します。

メディアをインポートする
作品に使用する動画ファイル、 音楽、 画像がハード  ディスクやリムーバブル 
デバイスに保存されている場合は、 CyberLink PowerDirector の メディア ルーム 
ライブラリーに直接インポートできます。

CyberLink PowerDirector に対応するファイル形式は次の通りです。

画像 : JPEG、 TIFF、 BMP、 GIF、 PNG

動画 :DV-AVI、 Windows-AVI、 DAT、 MPEG-1、 MPEG-2、 DVR-MS、 VOB、 VRO、

WMV、 MOV、 MOD、 TOD、 MP4、 MTS、 M2TS、 JTS、 TS、 M2T

音声 :MP3、 WAV、 WMA

注 ： CyberLink PowerDirector のバージョ ンによって対応するファイル形式は異なり

ます。 バージョ ンの詳細は、 Readme ファイルを参照して ください。

 をクリ ックして、 メディアをメディア ルームのライブラリーにインポー

ト します。 以下の 2 つのオプシ ョ ンのうちいずれかを行います。 

• メディア ファイルを個別にインポートする。

• 使用するメディア ファイルを含むフォルダー全体をインポートする。

注 ： メディアを  CyberLink PowerDirector のウィンドウにドラ ッグ＆ドロップして、

プログラムにインポートすることもできます。

メディアをダウンロードする
作品向けのメディアが足りなかったり、 特定のメディアを探している場合は、
以下の操作を行います。
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•   をクリ ックして、 インターネッ トから メディアを直接ダウンロード し

て、 メディア ライブラリーに入れます。 

•   をクリ ックして、 DirectorZone から PiP エフェク ト、 パーテ ィ クル エ

フェク ト、 タイ トル テンプレート、 ディスク  メニューをダウンロード しま

す。

Flickr から画像をダウンロードする

Flickr のアカウン トから自分の画像を直接 CyberLink PowerDirector にダウンロー

ドできます。 CyberLink PowerDirector のユーザーが作成した画像を検索して、 プ

ロジェク トのメディア ライブラリーにインポートすることもできます。

Flickr から写真をダウンロードするには、 次の操作を行います。

1.  をクリ ッ クして、 [Flickr からインポート ] を選択します。

2. ウィザードの指示に従い CyberLink PowerDirector で Flickr アカウン ト を

使うための認証と利用規約の合意を行います。

注 ： Flickr で画像を検索、 表示、 ダウンロードするために Flickr のアカウン ト を持つ

必要はありません。 

3. ドロップダウンから画像の検索先を選択します。

• Flickr のマイ  フォ ト : Flickr のマイ  アカウン トにアップロード した全画像を

サムネイル表示します。
• 連絡先の画像 : 連絡先 ( 友達 ) が Flickr にアップロード した全画像をサムネイ

ル表示します。
• Flickr で画像を検索する : Flickr の画像を検索するときに選択します。

注 ：検索ウィンドウ上部のドロップ  ダウンのフ ィルター メニューを使って画像の

並び替えをします。

4. メディア ライブラリーにインポートする画像をすべて選択したら、 [ ダ
ウンロード ] ボタンをクリ ッ クします。
 24
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注 ： メディア ライブラリーにダウンロード した画像は、 商業目的で利用できませ

ん。 画像サムネイル下のボタンをクリ ックすると著作権情報が表示されます。

Freesound から音声をダウンロードする

サウンドエフェク トや音楽クリ ップなどの音声サンプルを  Freesound サービス

から  CyberLink PowerDirector にダウンロードできます。

Freesound から音声クリ ップをダウンロードするには、 次の操作を行います。

1.  をクリ ッ クして、 [Freesound からインポート ] を選択します。

2. ウィザードの指示に従って、 Freesound にサインインしてから利用規約

に合意します。

3. 検索ウィンドウで、 音声クリ ップを検索します。

注 ：検索を実行する前に、 チェ ックボックスを使って検索キーワードを絞り込みま
す。

4. メディア ライブラリーにインポートする音声をすべて選択したら、 [ ダ
ウンロード ] ボタンをクリ ッ クします。

注 ： メディア ライブラリーにダウンロード した音声は、 商業目的で利用できませ

ん。 音声サムネイル下のボタンをクリ ックすると著作権情報が表示されます。

DirectorZone からテンプレート をダウンロードする

ライブラリーに PiP オブジェク ト、 タイ トル エフェク ト、 パーテ ィ クル エフェ

ク ト、 ディスク  メニュー テンプレート を追加するには、 PiP オブジェク ト  ルー

ム、 パーティ クル ルーム、 タイ トル ルーム、 ディスク  メニュー ウィンドウの 

 をクリ ックして、 DirectorZone Web サイ トのメディアをダウンロード しま

す。

DirectorZone は、 CyberLink PowerDirector のユーザー インターフェイスに統合

され、 テンプレートが簡単に検索できるようになりました。 これらのテンプ
25
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レートは、 CyberLink または CyberLink PowerDirector のユーザーが作成し、

DirectorZone にアップロード した作品です。

メディアをキャプチャーする
CyberLink PowerDirector を使って、 さまざまなソースから メディアをキャプ

チャーし、 メディア ライブラリーに直接保存することができます。 [ キャプ

チャー ] ボタンをクリ ックすると、 キャプチャー ウィンドウに切り換わりま

す。 キャプチャー ウィンドウは、 次のように表示されます。 

A - DV カムコーダーからキャプチャー、 B - HDV カムコーダーからキャプチャー、 C - TV 信号か

らキャプチャー、 D - デジタル TV 信号からキャプチャー、 E - ウェブカメラからキャプチャー、

F - マイクからキャプチャー、 G - CD からキャプチャー、 H - DVD または AVCHD カムコーダーか

らキャプチャー、 I - ライブラリー ( キャプチャー )、 J - 画質プロファイルの設定、 K - キャプ

チャーの設定、 L - キャプチャーの環境設定

A B D

L

C

JK

HGFE I
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DV カムコーダーからのキャプチャー

 人気の DV カムコーダーはデジタル形式で録画するタイプで、 使用する

際に変換する必要はありません。 DV カムコーダーからのキャプチャー

は、 シーンひとつでも、 シーンをまとめて一括でも行う ことができま
す。

注 ： DV カムコーダーを  USB でコンピューターに接続する場合は、 動画ファイルを

直接インポートする必要があります。 動画ファイルのインポートについては、 23 
ページの 「メディアをインポートする」 を参照して ください。

1 シーンのキャプチャー

カムコーダーから  1 シーンをキャプチャーできます。 この機能は、 長時間の 1 
映像シーンをスキップなしでキャプチャーする場合に、 特に便利です。

DV のバックアップ

PowerDirector の DV バックアップ * 機能を使う と、 DV カムコーダーから  DVD 

に、 直接デジタル映像のバックアップを取ることができます。  ボタンを

クリ ックして、 動画のバックアップを開始します。

注 ： この機能を使うには、 DVD 書き込みドライブが必要です。 * CyberLink 
PowerDirector のオプシ ョ ン機能です。 バージョ ンの詳細は、 Readme ファイルを参

照して ください。

DV カムコーダーからのバッチ キャプチャー ( 一括取り込み )
バッチ キャプチャー ( 一括取り込み ) は、 複数の動画クリ ップを自動的にキャ

プチャーし、 作業にかかる時間を短縮できる便利な機能です。 DV カ メラで間隔

を検索し  ( 手動での設定も可能 )、 作成した間隔でバッチ キャプチャーします。
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自動バッチ キャプチャー

自動バッチ キャプチャーはビデオ テープのシーンを素早く取り込む機能です。 

 ボタンをクリ ックして、 自動バッチ キャプチャー機能にアクセスしま

す。

手動バッチ キャプチャー

手動バッチ キャプチャー * では、 より詳細な設定が行えるので、 取り込みたい

シーンを確実にキャプチャーできます。 キャプチャーするシーンの位置が分

かっている場合は、 手動バッチキャプチャーの使用をお勧めします。  ボ

タンをクリ ックして、 手動バッチ キャプチャー機能にアクセスします。

注 ： * CyberLink PowerDirector のオプシ ョ ン機能です。 バージョ ンの詳細は、

Readme ファイルを参照して ください。

HDV カムコーダーからのキャプチャー

 HDV カムコーダーは高画質デジタル形式で録画するタイプで、 使用す

る際に変換する必要がありません。 HDV カムコーダーから直接 
PowerDirector に映像がキャプチャーできます。

注 ： HDV カムコーダーを  USB でコンピューターに接続する場合は、 動画ファイルを

直接インポートする必要があります。 動画ファイルのインポートについては、 23 
ページの 「メディアをインポートする」 を参照して ください。

TV 信号からのキャプチャー

 TV 番組の映像を作品に挿入したり、 録画することができます。

デジタル TV 信号からのキャプチャー

 デジタル TV 番組の映像を作品に挿入したり、 録画することができま

す。
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注 ： デジタル TV の仕様により一部の国 ・地域ではご利用いただけません。

ウェブカ メラからのキャプチャー

 ウェブカメラは、 シンプルな映像を取り込むのに便利なカメ ラです。

マイクからのキャプチャー

 動画に吹き替え音声が必要な場合があります。 あらゆる種類の音声ト
ラックに、 マイクを使って音声をキャプチャー ( 録音 ) できます。

CD からのキャプチャー

 お気に入りの音楽を使って、 個人的な楽しい動画を作成します。 オー

ディオ CD から取り込んで、 音声ト ラ ックと してプロジェク トに追加し

ます。

DVD からのキャプチャー

 DVD から映像シーン  ( 音声も含む ) をキャプチャーすることができま

す。

注 ： ディスクによっては、 キャプチャーできないようにコンテンツが保護されてい
る物もあります。

AVCHD カムコーダーからのキャプチャー

 AVCHD カムコーダーは高画質デジタル形式で録画するタイプで、 使用

する際に変換する必要がありません。 AVCHD カムコーダーから直接 
CyberLink PowerDirector に映像がキャプチャーできます。
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注 ： AVCHD カムコーダーを  USB でコンピューターに接続する場合は、 動画ファイ

ルを直接インポートする必要があります。 動画ファイルのインポートについては、

23 ページの 「メディアをインポートする」 を参照して ください。

キャプチャーしたコンテンツ

キャプチャー ウィンドウでキャプチャーしたすべてのメディアは、 ライブラ

リー ( キャプチャー ) に表示されます。 [ 編集 ] ウィンドウに戻ると、 ライブラ

リー ( キャプチャー ) のすべてのメディアはメディア ルームのライブラリーに

自動的にインポート されます。

ライブラリー ( キャプチャー ) で、 メディアを右クリ ックすると、 動画クリ ッ

プ中のシーン検出、 不要なコンテンツの削除ができ、 [ 編集 ] ウィンドウにイ

ンポート されません。

[ フォルダーの変更 ] ボタンを選択して、 キャプチャーするメディアの保存

フォルダーを指定します。

画質 / 音質プロファイルの設定

メディアをキャプチャーする場合、 [ プロファイル ] ボタンをクリ ックして、

ファイルの形式および画質 / 音質のプロファイルを選択します。 CyberLink 
PowerDirector のキャプチャー機能は、 バージ ョ ンによって異なります。 ご使用

のバージョ ンで使用できる機能については、 Readme ファイルを参照して くだ

さい。

キャプチャーの設定

[ 設定 ] ボタンをクリ ックして、 選択したキャプチャー デバイスの設定をしま

す。 キャプチャーの設定オプシ ョ ンは、 接続しているキャプチャー デバイスお

よび選択しているキャプチャー モードによって異なります。 

注 ： DVD からキャプチャーする場合、 [ ド ライブ ] ボタンをクリ ックして、 必要に

応じてキャプチャー元のディスク  ド ライブを選択します。
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キャプチャーの環境設定

キャプチャー前に、 キャプチャーするコンテンツの環境設定を行う ことができ
ます。 キャプチャーの環境設定の内容は、 キャプチャーするコンテンツによっ

て異なります。

• 最大キャプチャー時間を設定するには、 [ 時間制限 ] を選択して、 タイム 
コード  ボックスに制限時間を入力します。

• 最大キャプチャー サイズを設定するには、 [ サイズ制限 ] を選択して、 制限

サイズを  MB 単位で入力します。

• キャプチャーした動画にテキスト注釈、 日付、 時刻コードを追加するには、

 をクリ ックします。

• 動画フレーム中の画像をプロジェク トに使うには、 スナップシ ョ ッ ト を取

得する個所で  をクリ ックします。 画像がライブラリー ( キャプチャー

) に保存されます。 詳細は、 33 ページの 「ファイル の環境設定」 を参照して く

ださい。

注 ： RichVideo 対応の DV カムコーダーからコンテンツをキャプチャーすると、 タイ

ムコード情報も自動的にキャプチャーされます。 タイムコードを有効にするには、 [
編集 ] ウィンドウで動画クリ ップをタイムラインに置き、 [ 時間情報 ] ボタンをク

リ ックして設定します。 詳細は、 57 ページの 「時間情報」 を参照して く ださい。

• カムコーダーからキャプチャー中に、 [ ノン  リアルタイム ] を選択すると、

取り込んだ動画の処理を元の動画の再生停止後に行うため、 フレームの脱
落有無を確認することができます （より確実な取り込みが行えます）。

• マイクで録音した音声にフェードインを適用するには、 [ 開始時にフェード

イン ] を選択します。

• マイクで録音した音声にフェードアウト を適用するには、 [ 終了時にフェー

ドイン ] を選択します。

• CD の音声を高速で取り込むには、 [ 最大速でキャプチャー ] を選択します。 
このオプシ ョ ンを選択すると、 処理時間は短く なりますが、 音質は低下し
ます。
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シーンの検出と音声の抽出を行う
編集作業をより簡単に行えるよう、 動画クリ ップのシーンの検出や、 音声の抽
出もできます。 これらの新しいクリ ップは、 メディア ライブラリーで元のク

リ ップとは別に表示されます。

動画クリ ップからシーンを検出する

シーンの検出機能は、 動画クリ ップに含まれるさまざまなシーンを基に、 個別
のクリ ップを自動生成する機能です。 検出されたシーンは元の動画から分割さ

れることな く、 他のメディア クリ ップと同様、 作業領域に追加されます。

動画クリ ップでシーンを検出するには、 キャプチャー コンテンツ  エリアまた

はメディア ライブラリーでファイルを右クリ ックし、 [ シーンの検出 ] を選択

し  [ 検出 ] を選択します。

注 ： ファイル形式によってシーン検索の精度が異なる場合があります。 必要に応じ

て、 シーン検索ダイアログでシーンを分割して く ださい。

検出されたシーンは、 元の動画下のサブフォルダに表示されます。 これらは、

他の動画クリ ップと同様にタイムラインに追加したり、 メディア ライブラリー

で管理することができます。

検出シーンを含む動画クリ ップには、 メディア ライブラリーのクリ ップの右下

隅に小さなフォルダー アイコンが示されます。 クリ ップのシーンを表示するに

は、 フォルダー アイコンをクリ ックします。

動画クリ ップから音声を抽出する

動画クリ ップの音声のみを抽出するには、 メディア ライブラリーで動画クリ ッ

プを右クリ ックして、 [ 音声の抽出 ] を選択します。 音声クリ ップは動画から切

り離され、 他の音声ファイルと同様に扱う ことができます。
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注 ：動画クリ ップの映像と音声を分割するには、 タイムラインの動画ファイルを右
クリ ックして、 [ 音声分割 ] を選択します。 詳細は、 77 ページの 「動画クリ ップから

音声を分離する」 を参照して ください。

PowerDirector の環境設定
作品作成に取り掛かる前に、 好みに合わせて設定を行います。 作品作成中に、

設定を変更することもできます。

フ ァイル の環境設定

ファイルの環境設定を行うには、  > [ 編集 ]  >  [ 環境設定 ] をクリ ックしま

す。 設定ウィンドウが開いたら、 [ ファイル ] タブをクリ ックします。 以下のオ

プシ ョ ンが設定できます。

デフォルトの位置

• インポート  フォルダー : 最後にメディアをインポート したフォルダーが表

示されます。 このフォルダーを変更するには、 [ 参照 ] をクリ ックして、 新

しいフォルダーを選択します。
• エクスポート  フォルダー : キャプチャーするメディアを保存するフォル

ダーを指定します。 このフォルダーを変更するには、 [ 参照 ] をクリ ックし

て、 新しいフォルダーを選択します。

ファイル名

• キャプチャーする動画名 : キャプチャーする動画ファイルに付けるデフォル

トの名前を入力します。 CyberLink PowerDirector ではこの名前に連番を付加

して、 キャプチャーした各ファイルに固有のファイル名を作成します。
• 常にファイル名の変更ダイアログを表示する : 動画クリ ップをキャプチャー

する度にファイル名入力のダイアログを表示させる場合は、 このオプシ ョ
ンを有効にします。

• 出力ファイル名 : 出力する動画ファイルに付けるデフォルトの名前を入力し

ます。
• スナップシ ョ ッ ト  ファイル名 : キャプチャーするスナップシ ョ ッ ト  ( 画像

ファイル ) に付けるデフォルトの名前を入力します。 CyberLink 
PowerDirector ではこの名前に連番を付加して、 キャプチャーした各ファイ

ルに固有のファイル名を作成します。 ドロップダウン  メニューからスナッ
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プシ ョ ッ トのファイル形式を選択します。 BMP、 JPG、 GIF、 PNG の形式から

選択します。
• 常にファイル名の変更ダイアログを表示する : スナップシ ョ ッ ト をキャプ

チャーする度にファイル名入力のダイアログを表示させる場合は、 このオ
プシ ョ ンを有効にします。

• スナップシ ョ ッ ト保存先 : キャプチャーするスナップシ ョ ッ トの保存先をプ

ルダウンメニューから選択します。
• 可能な限りマスター ビデオのサイズを使用する : スナップシ ョ ッ ト を、 取

り込み時のプレビュー ウィンドウのサイズではな く、 元の動画サイズで保

存する場合に選択します。
• プロジェク ト履歴の表示数 : CyberLink PowerDirector の起動時に、 [ ファイル

] メニューに表示される、 プロジェク ト履歴の表示数 (0 から  20) を入力しま

す。
• PowerDirector 起動時に最新のプロジェク ト を自動的に開く : PowerDirector 

の起動時に最新のプロジェク ト を自動的に開く場合は、 このオプシ ョ ンを
選択します。

• PowerDirector 起動時にサンプル クリ ップを自動的に開く : プログラムを起

動する度にメディア ライブラリー上にサンプル メディア ファイルを取り込

む場合は、 このオプシ ョ ンを選択します。

全般の環境設定

全般の環境設定を行うには、  >  [ 編集 ] > [ 環境設定 ] をクリ ックします。 設
定ウィンドウが開いたら、 [ 全般 ] タブをクリ ックします。 以下のオプシ ョ ンが

設定できます。

アプリケーシ ョ ン

• 元に戻す回数 : 作品作成中での元に戻す機能 (Ctrl+Z) の回数 (0 から  100) を入

力します。 回数を増やすと、 より多くの CPU のリソースを消費します。

• TV 信号形式 : 動画用の TV 信号形式 (NTSC または PAL) を選択します。 動画を

再生する地域の形式と一致させる必要があります ( 動画をディスクに書き

込む場合 )。
• 動く インターフェイスを使用する : 動きのあるインターフェイスを使用する

場合に、 このオプシ ョ ンを選択します。 有効にすると、 より多くの CPU リ
ソースを消費します。

• タイムラインに音の波形を表示する : 動画クリ ップ、 音楽クリ ップ、 音声ク

リ ップの音声部分のタイムラインに音の波形を表示する場合に選択します。
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• 高速ファイル処理を有効化して HD 映像の編集を高速化する : 高速ファイル

処理を有効化してハイデフ ィニシ ョ ン映像の編集を高速化する場合に選択
します。 有効にすると、 より多くの CPU リソースを消費します。

• 一時ファイルの自動削除 ( 間隔 ): 一時ファイルを自動的に削除する間隔 ( 日
数 ) を選択します。 手動で一時ファイルを削除する場合は、 [ 手動で削除 ] ボ
タンをクリ ックします。

RichVideo

• RichVideo 情報をファイルに追加する : RichVideo 情報をメディア ファイルに

追加する場合に選択します。
• RichVideo 情報をオープン  メディア ダイアログで有効にする : メディア ライ

ブラリーにメディアをインポートする際、 RichVideo 情報を表示する場合に

選択します。

インターネッ ト

• ソフ トウェア アップデート を自動チェ ックする : 定期的に更新情報やバー

ジョ ンを自動的に表示する場合に選択します。

言語

• システムのデフォルトの言語を使用する : CyberLink PowerDirector の表示言

語をコンピューターのオペレーティング システムと同じ言語にする場合に、

このオプシ ョ ンを選択します。
• ユーザー定義 : このオプシ ョ ンを選択してから、表示言語をドロップダウン  

リス トから選択します。

編集の環境設定

編集の環境設定を行うには、  > [ 編集 ] > [ 環境設定 ] をクリ ックします。 設
定ウィンドウが開いたら、 [ 編集 ] タブをクリ ックします。 以下のオプシ ョ ンが

設定できます。

タイムライン

• デフォルト作業領域 : デフォルトの作業領域をタイムラインまたはストー

リーボードから選択します。
• ビデオ ト ラ ッ クのコンテンツを追加 / 削除するときにすべてのト ラ ックを

リンクさせる : タイ トル、 ビデオ エフェク ト、 音楽、 PiP クリ ップをマス

ター ビデオ ト ラ ッ クにリンクします。 このオプシ ョ ンを選択すると、 マス

ター ビデオ ト ラ ッ ク上の動画クリ ップを移動する際に、 これらのクリ ップ
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も一緒に移動します。 このオプシ ョ ンを選択解除すると、 タイムラインのク

リ ップを個別に操作できます。
• Magic Motion 使用時に画像間にト ランジシ ョ ンを挿入する : このオプシ ョ ン

を選択して、 [ ト ランジシ ョ ン種類 ] から  Magic Motion ツール使用時の画像

間のト ランジシ ョ ン種類を選択します。
• フレーム固定使用時にエフェク ト と タイ トルを追加する : [ フレーム固定 ] 

ボタンをクリ ックした時にタイムラインにエフェク トやタイ トルを自動追
加する場合に、 このオプシ ョ ンを選択します。

所要時間

• タイムラインでの画像ファイルやさまざまなエフェク トの、 デフォルトの
所要時間 ( 秒単位 ) を設定します。

• プロジェク トの自動保存 : このオプシ ョ ンを選択して、 プロジェク ト を自動

保存する間隔 ( 分 ) を入力します。

GPU アクセラレーシ ョ ン

• NVIDIA CUDA 技術を有効にして、 ビデオ エフェク トのプレビュー / レンダ

リングを高速化する : CUDA 技術に対応する  NVIDIA グラフ ィ ッ ク  カードま

たはスト リーミング技術に対応する  ATI グラフ ィ ック  カードを使用する場

合に、 このオプシ ョ ンを選択すると、 GPU のマルチコア並列処理能力を利

用することで、 一部のビデオ エフェク トおよび MPEG-4 動画のレンダリン

グを高速化できます。

注 ：出力中に NVIDIA CUDA/ATI スト リーム エンコーディング技術を有効化するに

は、 出力前に [ 出力 ] ウィンドウの出力環境設定セクシ ョ ンの [ ハードウェア ビデ

オ エンコーダー ] を選択します。

確認の環境設定

確認の環境設定を行うには、  > [ 編集 ] > [ 環境設定 ] をクリ ックします。 設
定ウィンドウが開いたら、 [ 確認 ] タブをクリ ックします。 以下のオプシ ョ ンが

設定できます。

確認

• TV 信号形式が一致しない場合、 確認メ ッセージを表示する : このオプシ ョ

ンを選択すると、 TV 信号形式 (NTSC/PAL) と一致しない動画クリ ップを作業

領域に追加した場合に、 警告メ ッセージが表示されます。
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• 縦横比が一致しない場合、 確認メ ッセージを表示する : このオプシ ョ ンを選

択すると、 縦横比が一致しない動画クリ ップを作業領域に追加した場合に、
警告メ ッセージが表示されます。

• ファイルをハード  ド ライブから削除する : このオプシ ョ ンを選択すると、

メディア ライブラリーのファイルをハード  ド ライブから削除します。

• 編集中にチャプターを削除する場合、 確認メ ッセージを表示する : このオプ

シ ョ ンを選択すると、 動画編集中にチャプター ポイン トが削除された場合

に、 警告メ ッセージが表示されます。
• ワイ ド画面に対応しない場合、 確認メ ッセージを表示する : このオプシ ョ ン

を選択すると、 ワイ ド画面に対応しない場合、 警告メ ッセージが表示され
ます。

キャプチャーの環境設定

キャプチャーの環境設定を行うには、  > [ 編集 ] > [ 環境設定 ] をクリ ックし

ます。 設定ウィンドウが開いたら、 [ キャプチャー ] タブをクリ ックします。 以
下のオプシ ョ ンが設定できます。

キャプチャー

• キャプチャーしたファイルをメディア ライブラリーに追加する : このオプ

シ ョ ンを選択すると、 キャプチャーしたファイルをメディア ライブラリー

に直接インポート します。
• キャプチャーしたファイルを作業領域に追加する : このオプシ ョ ンを選択す

ると、 キャプチャーしたファイルは作業領域に直接インポート されます。
• キャプチャーにオーバーレイを使用する : ビデオ オーバーレイに対応して

いない古い VGA カードを使用してる場合を除き、 キャプチャー中はこのオ

プシ ョ ンを有効にしておきます。 このオプシ ョ ンを選択解除すると、 オー

バーレイ未対応の表示エラーを避けることができます。
• 吹き替え音声を自動的に置き換える : 吹き替えが重なる場合に新しい吹き替

え音声で上書きする場合に、 このオプシ ョ ンを選択します。
• CyberLink MPEG@Best を使用する : MPEG 動画をキャプチャーする際に、

キャプチャー速度と画質のバランスをとる場合に、 このオプシ ョ ンを選択
します。

シーン自動検出

• キャプチャー中にシーンの検出をしない : キャプチャー中にシーンの自動検

出を行わない場合に、 このオプシ ョ ンを選択します。
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• キャプチャー後、 動画フレームの変更点でシーンを検出する : 動画のキャプ

チャー中にシーンの検出を行う場合に、 このオプシ ョ ンを選択します。 シー

ンの検出では、 取り込んだフレームを比較して、 シーンの変更箇所を識別
します。 各シーンは録画中に各シーンごとにファイルに保存されます。

• キャプチャー中にタイム コードでシーンを別ファイルに保存する  (DV-VCR 
モードのみ ): シーンのブレーク信号を検出し、 各シーンを個別のファイル

に保存する場合に、 このオプシ ョ ンを選択します。 (DV カムコーダーは、

ユーザーが REC ( 録画 ) ボタンを放すと、 テープ上にシーン  ブレーク信号を

生成します。 ) この機能は DV カムコーダーからのキャプチャーにのみ使用

できます。
• DV パラメーター: このボタンをクリ ックして DV カムコーダーのバッファー 

パラメーターを設定します。 バッファー時間を設定すると、 DV カムコー

ダーと  DV バッチ キャプチャーまたは DV 書き込みデバイスを同時にスター

ト させることができます。 バッファーを使わないと、 バッチ キャプチャー (
一括取り込み )、 またはテープへの書き込みはカムコーダーが動作する前に

スタート します。

出力の環境設定

出力の環境設定を行うには、  > 編集 > [ 環境設定 ] をクリ ックします。 設定

ウィンドウが開いたら、 [ 出力 ] タブをクリ ックします。 以下のオプシ ョ ンが設

定できます。

出力

• 選択したト ラ ックのみを出力する : このオプシ ョ ンを選択すると、 タイムラ

インで選択したト ラ ックのみを出力します。 選択されていないト ラックは出

力されません。
• ビデオのブロック  ノ イズを縮減する  (Intel SSE4 最適化 ): このオプシ ョ ンを

選択すると、 動画の出力画質を改善します ( コンピューターが Intel SSE4 最
適化対応の場合 )。

3D スライ ドシ ョーの画質 :

• スライダーを使って、 作成した 3D スライ ドシ ョー ビデオの画質を設定し

ます。 画像の動きが遅いほどスライ ドシ ョーの画質が上がります。 CyberLink 
PowerDirector は、 コンピューターの 3D グラフ ィ ッ ク  カード  ( 搭載の場合 ) 
を使って出力時間を早めます。
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DirectorZone の環境設定

DirectorZone の環境設定を行うには、  > 編集 > [ 環境設定 ] をクリ ックしま

す。 設定ウィンドウが開いたら、 [DirectorZone] タブをクリ ックします。 以下の

オプシ ョ ンが設定できます。

自動サインイン

• PowerDirector 起動時に DirectorZone に自動サインインする : このオプシ ョ ン

を選択して、 電子メールアドレスおよびパスワードを入力すると、 プログ
ラムの起動時に DirectorZone に自動サインインします。 DirectorZone のアカ

ウン トがない場合は、 [ アカウン トの取得 ] ボタンをクリ ックします。

プライバシー原則

• DirectorZone が編集情報を収集する : このオプシ ョ ンを選択すると、

YouTube にアップロード したプロジェク トで使用したテンプレートの名前

すべてを収集します。
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第 4 章 :

ストーリーを作成する
この章では、 メディアを動画および画像スライ ドシ ョーに入れる方法を説明し
ます。

PowerDirector のプロジェク ト
プロジェク トは PDS 形式 (CyberLink PowerDirector 独自の形式 ) のファイルで保

存されます。  ボタンを使って、 保存、 新規プロジェク ト作成、

プロジェク ト を開きます。

CyberLink PowerDirector でメディアの編集をしても、 プログラムにインポート

した元のメディアは 影響されません。 すべての設定はプロジェク ト  ファイルに

保存されており、 クリ ップを ト リ ミ ング、 編集、 削除しても、 ハードディスク
に保存されている元のファイルはそのままの状態です。 つまり、 いつでもやり

直しが可能なため、 安心して編集作業を進めることができます。

プロジェク トの縦横比を設定する

作業を開始する前に、 プロジェク トの縦横比を設定する必要があります。 デ
フォルトの縦横比は 16:9 で、 ワイ ド画面テレビや YouTube のフル スクリーン

に対応します。 プロジェク トの縦横比に合わせて、 4:3 に変更することもできま

す。 メディアの縦横比を変更する方法は、 58 ページの 「動画クリ ップの縦横比

を調節する」 を参照して ください。

プロジェク トの縦横比を設定するには、  > [ 編集 > [ 縦横比 ] > [4:3] または 
[16:9] をクリ ックします。 選択した縦横比でプレビュー ウィンドウのサイズが

変更されます。

メディアを作業領域へ追加する
メディアやエフェク ト を作業領域に追加したら、 さらに編集作業を進めます。 
短時間で完成させたい場合や、 手引きが必要な場合には、 Magic Movie ウィ

ザードやスライ ドシ ョー デザイナーを使用することもできます。
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メディアの種類により、 配置できる ト ラ ックは異なります。 例えば、 タイ トル

はタイ トル ト ラ ッ クに、 ト ランジシ ョ ンはト ランジシ ョ ン  ト ラ ッ クに、 音声

は音声 / 音楽ト ラックに配置します。 メディア クリ ップをド ラッグすると、 追

加できる ト ラ ックがハイライ ト表示されます。

Magic Movie ウィザード

初めて編集する場合や、 編集の始め方などが不確かな場合には、 Magic Movie 
ウィザードが役に立ちます。 このツールを使えば、 簡単な手順でプロ級の作品

を作成することができます。 その後、 作品の編集、 ファイルの出力、 ディスク

への書込みができます。

注 ： Magic Movie ウィザードには、 メディア ライブラリー内のすべてのメディアを

使用するオプシ ョ ン、 作業領域内のすべてのメディアを使用するオプシ ョ ン、 選択
したメディアのみを使用するオプシ ョ ンがあります。 特定のクリ ップのみを使用す

る場合は、 事前にクリ ップを選択しておきます。

Magic Movie ウィザードを使うには、 タイムライン左の  ボタンをクリ ック

して、 ウィザードの指示に従います。

スライ ドシ ョー デザイナー

スライドシ ョー デザイナーは、 画像から動きのあるスライ ドシ ョーを簡単に作

成できる便利なツールです。 スライ ドシ ョーに入れるすべての画像をタイムラ

インにド ラッグし、 すべてを選択してから  [ スライ ドシ ョー ] ボタンをクリ ッ

クし、 スライ ドシ ョー デザイナーを起動します。

スライ ドシ ョー デザイナーのスライ ドシ ョー テンプレートから選択します。 テ
ンプレート を使って、 さまざまなタイプのスライ ドシ ョーが作成できます。 [
次へ ] をクリ ックして、 プレビュー ウィンドウで出力内容を表示します。 必要

に応じて、 前のウィンドウに戻り、 別のテンプレート を選択します。

スライ ドシ ョー音楽

BGM を追加するには、  をクリ ックしてから、 使用する音声ファイルを選

択します。
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注 ： スライ ドシ ョーに BGM を付けると、 Magic Slideshow 技術により音楽の長さに

合わせて画像を表示します。

音楽の環境設定

スライ ドシ ョーで BGM を使う場合は、 [ 音楽の環境設定 ] をクリ ックして音楽

の設定を行います。

• 再生コン トロールで音声ファイルを ト リ ミ ングし、 ト リム バーのスライ

ダーを動かして開始位置および終了位置を設定します。 

• BGM 再生中に  をクリ ックして BGM の開始位置を、  をクリ ックして

終了位置を設定します。
• BGM をフェードインする場合は [ フェードイン ] を、 フェードアウトする場

合は [ フェードアウト ] を選択します。

スライ ドシ ョーの環境設定

[ スライ ドシ ョーの環境設定 ] をクリ ックしてスライ ドシ ョーの設定をします。

• 所要時間 : このオプシ ョ ンを使って、 スライ ドシ ョーの長さを設定します。 [
画像を音楽に合わせる ] を選択すると、 選択した BGM の再生時間に合わせ

てスライドシ ョーを表示します。 [ 音楽を画像に合わせる ] を選択すると、

自動作成されたスライ ドシ ョーの再生時間に合わせて音楽を再生します。
• 順序 : このオプシ ョ ンを使って、 スライ ドシ ョーで表示する画像の順序を設

定します。 [ タイムライン順序 ] を選択すると、 タイムラインと同じ順序で

表示します。 [ 撮影日 / 時間 ] を選択すると、 写真を撮影した日付、 時間順

にスライドシ ョーを表示します。

スライ ドシ ョー デザイナーでスライ ドシ ョーをカスタマイズする

スライ ドシ ョー テンプレートによっては、 スライ ドシ ョー デザイナーを使っ

てスライ ドシ ョーを手動でカスタマイズできます。 スライ ドシ ョーを作成して、

プレビュー ウィンドウに [ カスタマイズ ] ボタンが表示される、 またはスライ
43



CyberLink PowerDirector
ドシ ョーがタイムライン上で選択されている場合は、 このボタンをクリ ックし
てスライ ドシ ョー デザイナーを開きます。 

A - プレビュー エリア、 B - 編集エリア、 C - スライ ド  エリア、 D - 追加ツール エリア

選択したスライ ドシ ョー テンプレートによって、 スライ ドシ ョー デザイナー

に表示される編集オプシ ョ ンおよびツールは異なります。 スライ ドシ ョー デザ

イナーのテンプレートで使える編集オプシ ョ ンは次の通りです。

セル スライ ドシ ョー

スライ ドシ ョー デザイナーでセル スライ ドシ ョーをカスタマイズする場合、

次の操作を行います。

• スライ ド  エリアで、 特定のスライ ドシ ョー スライ ドをクリ ックして、 表

示、 編集します。

A B

D C
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• プレビュー エリアで、 画像を特定のセルにクリ ック＆ド ラッグします。

• 編集エリア ( 使用しない画像 ) で、 [ 画像の追加 ] ボタンをクリ ックして、 ス

ライ ドシ ョーに含む追加画像をインポート します。
• 編集エリア ( 使用しない画像 ) で、 スライ ドで表示可能な画像の最大数を示

します。
• 編集エリアで、 画像を  [ 使用しない画像 ] から  [ プレビュー エリア ] のセル

にド ラッグ＆ドロップします。 セルをクリ ックしてハイライ ト を付け、  

 ボタンをクリ ックして選択した画像を追加 / 削除することもできます。

• 編集エリアで、 特定のセルを選択して、  ボタンをクリ ックして、 スライ

ドシ ョーで表示するエリアを指定します。
• 追加ツールエリアで、 [ リ ミ ッ クス ] ボタンをクリ ックして、 新しいバー

ジ ョ ンのスライ ドシ ョーを生成します。
• プレビュー エリアで、 再生コン ト ロールを使ってスライ ドシ ョーをプレ

ビューします。

3D スライ ドシ ョー

スライ ドシ ョー デザイナーで 3D スライ ドシ ョーをカスタマイズする場合、 次

の操作を行います。

• スライ ド  エリアで、 特定のスライ ドシ ョー スライ ドをクリ ックして、 表

示、 編集します。
• 編集エリア ( クロップ エリア ) で、 3D スライ ドに表示するエリアをクロッ

プ ( サイズ変更および移動 ) します。

• プレビュー エリアで、 再生コン ト ロールを使ってスライ ドシ ョーをプレ

ビューします。

ハイライ ト  スライ ドシ ョー

スライ ドシ ョー デザイナーでハイライ ト  スライ ドシ ョーをカスタマイズする

場合、 次の操作を行います。

• スライ ド  エリアで、 特定のスライ ドシ ョー スライ ドをクリ ックして、 表

示、 編集します。
• 追加ツールエリアで、 [ 前景画像の編集 ] または [ 背景画像の編集 ] を選択し

ます。
• 編集エリア ( クロップ エリア ) で、 スライ ドに表示するエリアをクロップ (

サイズ変更および移動 ) します。
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• プレビュー エリアで、 再生コン ト ロールを使ってスライ ドシ ョーをプレ

ビューします。

モーシ ョ ン  スライ ドシ ョー

スライ ドシ ョー デザイナーでモーシ ョ ン  スライ ドシ ョーをカスタマイズする

場合、 次の操作を行います。

• スライ ド  エリアで、 特定のスライ ドシ ョー スライ ドをクリ ックして、 表

示、 編集します。
• 編集エリア ( クロップ エリア ) で、 Magic Motion デザイナーを使って、 スラ

イ ドのモーシ ョ ンをカスタマイズします。 詳細は、 60 ページの 「Magic 
Motion デザイナー」 を参照して ください。

• プレビュー エリアで、 再生コン ト ロールを使ってスライ ドシ ョーをプレ

ビューします。

動画、 画像、 音声を作業領域に追加する

ここでは、 タイプ別にメディアを作業領域に追加する手順について説明しま
す。

注 ： ス トーリーボードは、 タイムラインよりもシンプルなビューです。 ストーリー

ボード  ビューのマスター ビデオ ト ラ ッ クには、 動画 / 画像クリ ップのみ追加でき

ます。 ここではタイムライン ビューの操作手順について説明します。

動画 / 画像クリ ップを追加する

動画および画像クリ ップは、 マスター ビデオ ト ラ ッ ク、 または PiP ( ピク

チャー イン  ピクチャー ) ト ラ ックのいずれかに追加できます。

注 ： ト ラ ッ ク  マネージャーではプロジェク トのタイムラインに PiP ト ラ ッ クが追加

でき、 同時に最大 9 つの PiP オブジェク トが表示できます。 詳細は、 20 ページの

「ト ラ ッ ク  マネージャー」 を参照して ください。

動画 / 画像クリ ップを作業領域に加えるには、 次の操作を行います。
 46



第 4 章 :  ストーリーを作成する
• クリ ップを選択して、  をクリ ックしてマスター ビデオ ト ラ ッ

クに追加します。 または、  をクリ ックして PiP ト ラ ッ クに追加

します。
• マスター ビデオ ト ラ ッ クまたは PiP ト ラ ッ クの適用する位置にクリ ップを

ド ラ ッグします。 マスター ビデオ ト ラ ッ クにクリ ップを追加する場合、 ク

リ ップの前後に空間を置く ことはできません。 マスター ビデオ ト ラ ッ クの

末尾に追加するクリ ップは、 そのト ラ ックの最後のクリ ップの直後に配置
されます。

注 ：複数のクリ ップを一括して同じ ト ラ ックにド ラ ッグできます ( すべてのクリ ッ

プがドラッグ先のト ラ ックに対応する場合 )。

• 必要に応じて、クリ ップを右クリ ックして [ ビデオ ト ラ ッ クに追加 ] または 
[PiP ト ラ ックに追加 ] を選択します。

作品の基本的な枠組みを作るには、 動画 / 画像クリ ップをマスター ビデオ ト
ラ ッ クに追加します。 メディアを  PiP ト ラ ックに追加すると、 PiP エフェク トが

作成されます。

注 ：動画中の PiP エフェク ト をカスタマイズするには、 PiP デザイナーを使用しま

す。 詳細は、 63 ページの 「PiP デザイナーで PiP エフェク ト を修正する」 を参照して

ください。

カラーボードを追加する

カラーボードを使用すると、 単一色の映像を挿入できます。 カラーボードは、

動画クリ ップ間のト ランジシ ョ ンや、 タイ トルまたはエンディング クレジッ ト

の背景などに使えます。

カラー ボードをタイムラインに追加するには、  をクリ ックして、 [ カラー 
ボード ] フォルダーを選択するか、 ライブラリーのドロップダウン  メニューか

ら選択します。

注 ： カラーボードは、 マスター ビデオ ト ラ ッ クまたは PiP ト ラ ックのいずれかに追

加できます。
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音声クリ ップを追加する

音声クリ ップ  (BGM やナレーシ ョ ンなど ) も動画に追加できます。 CyberLink 
PowerDirector では、 4 つの音声ト ラック  ( 音楽ト ラック  X 3、 音声ト ラック  X 1) 
が使用できます。

注 ： ト ラ ッ ク  マネージャーではプロジェク トのタイムラインに音楽ト ラックが追

加でき、 同時に最大 3 曲の 音楽が再生できます。 詳細は、 20 ページの 「ト ラ ッ ク  
マネージャー」 を参照して ください。

音声を作業領域に加えるには、 次の操作を行います。

• 音声クリ ップを選択して、  をクリ ックして音声ト ラックに追

加するか、  をクリ ックして音楽ト ラックに追加します。

• 1 つ以上の音声クリ ップを音声 / 音楽ト ラ ックの適用する位置にドラ ッグし

ます。 音声クリ ップはこのト ラックの任意の位置に加えることができます。

• 必要に応じて、 クリ ップを右クリ ックして [ 音声ト ラ ックに追加 ] または [
音楽ト ラックに追加 ] を選択します。

注 ：音声ファイルはタイムライン  ビューの作業領域にのみ加えることができます。 
音声ファイルをストーリーボード  ビューの作業領域にドラッグしよう とすると、

作業領域は自動的にタイムライン  ビューに切り替わります。

ビデオ エフェク ト、 PiP オブジェク ト、 パーテ ィ クル 
エフェク ト、 タイ トル、 ト ランジシ ョ ンを追加する

ここでは、 ビデオ エフェク ト、 PiP オブジェク ト、 パーテ ィ クル エフェク ト、

タイ トル、 ト ランジシ ョ ンを作業領域に追加する方法を説明します。

注 ：必要に応じて、 DirectorZone から追加の PiP オブジェク ト、 パーテ ィ クル エ
フェク ト、 タイ トルをダウンロードできます。 詳細は、 25 ページの 「DirectorZone 
からテンプレートをダウンロードする」 を参照して ください。
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ビデオ エフェク ト を追加する

ビデオ エフェク ト をタイムライン  のクリ ップに加えるには、 次の操作を行い

ます。

• エフェク ト を選択して、  をクリ ックして、 エフェク ト  ト ラ ッ

クのタイムライン  スライダーの現在の位置に加えます。

• エフェク ト を  [ エフェク ト  ルーム ] からマスター ビデオ ト ラ ッ クのエフェ

ク ト  ト ラ ック下のクリ ップに直接ドラッグします。

• エフェク ト を右クリ ックして [ タイムラインに追加 / 置換 ] を選択して、 エ

フェク ト をタイムライン  スライダーの現在の位置に追加 / 置き換えます。

 をクリ ックして [ ビデオ エフェク ト をランダムに適用 ] を選択すると、 エ

フェク ト をタイムライン  スライダーの現在の位置にランダムに追加します。

注 ： [ 修正 ] ボタンをクリ ックして、 エフェク トのオプシ ョ ンを変更します。 詳細

は、 62 ページの 「ビデオ エフェク ト を修正する」 を参照して く ださい。

ビデオ エフェク ト をタイムラインの クリ ップ全体 に追加するには、 次の操作

を行います。

• エフェク ト をマスター ビデオ ト ラ ッ クの適用するクリ ップにド ラ ッグしま

す。 選択したビデオ エフェク トがクリ ップ全体に適用されます。

注 ： [ エフェク ト ] ボタンをクリ ックして、 エフェク トのオプシ ョ ンを変更します。 
詳細は、 62 ページの 「ビデオ エフェク ト を修正する」 を参照して く ださい。

PiP オブジェク ト を追加する

PiP オブジェク ト をタイムラインに追加するには、 次の操作を行います。

注 ： ト ラ ッ ク  マネージャーではプロジェク トのタイムラインに PiP ト ラ ッ クが追加

でき、 同時に最大 9 つの PiP オブジェク トが表示できます。 詳細は、 20 ページの

「ト ラ ッ ク  マネージャー」 を参照して ください。
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• オブジェク ト を選択して、  をクリ ックして、 PiP ト ラ ッ クのタ

イムライン  スライダーの現在の位置に加えます。

• オブジェク ト を  [PiP オブジェク ト  ルーム ] から  PiP ト ラ ッ クの適用する位置

にド ラッグします。
• オブジェク ト を右クリ ックして、 [ タイムラインに追加 / 置換 ] を選択して、

タイムラインスライダーの現在の位置に追加 / 置き換えます。

注 ： DirectorZone Web サイ トから  PiP オブジェク ト をダウンロードすることもでき

ます。 詳細は、 25 ページの 「DirectorZone からテンプレートをダウンロードする」 
を参照して ください。

オブジェク ト を  PiP ト ラ ッ クに追加したら、 [ 修正 ] ボタンをクリ ックして、 PiP 
デザイナーでオブジェク トの位置やモーシ ョ ンなどを編集します。 詳細は、 63 
ページの 「PiP デザイナーで PiP エフェク ト を修正する」 を参照して ください。

パーテ ィ クル エフェク ト を追加する

パーティ クル エフェク ト をタイムラインに追加するには、 次の操作を行いま

す。

• パーティ クル エフェク ト を選択して、  をクリ ックして、 PiP ト
ラ ッ クのタイムライン  スライダーの現在の位置に加えます。

• パーティ クル エフェク ト を  [ パーティ クル ルーム ] から  PiP ト ラ ッ クの適用

する位置にドラッグします。
• オブジェク ト を右クリ ックして、 [ タイムラインに追加 / 置換 ] を選択して、

タイムラインスライダーの現在の位置に追加 / 置き換えます。

注 ： DirectorZone Web サイ トからパーティ クル エフェク ト をダウンロードすること

もできます。 詳細は、 25 ページの 「DirectorZone からテンプレートをダウンロード

する」 を参照して ください。

パーテ ィ クル エフェク ト を  PiP ト ラ ックに追加したら、 [ 修正 ] ボタンをクリ ッ

クして、 パーテ ィ クル デザイナーでプロパティーを編集します。 詳細は、 69 
ページの 「パーテ ィ クル デザイナーでパーティ クル エフェク ト を修正する」 を
参照して ください。
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タイ トル エフェク ト を追加する

タイ トル エフェク ト をタイムラインに追加するには、 次の操作を行います。

• タイ トル テンプレート を選択して、  ボタンをクリ ックして、

タイ トル ト ラ ッ クをタイムライン スライダーの現在の位置に加えます。

• エフェク ト を  [ タイ トル ルーム ] からタイ トル ト ラ ッ クの適用する位置に

ドラッグします。

 をクリ ックして [ タイ トル エフェク ト をランダムに適用 ] を選択すると、

タイ トルをタイムライン  スライダーの現在の位置にランダムに追加します。

注 ： DirectorZone Web サイ トからタイ トル テンプレート をダウンロードすることも

できます。 詳細は、 25 ページの 「DirectorZone からテンプレートをダウンロードす

る」 を参照して ください。

タイ トル テンプレート をタイ トル ト ラ ッ クに追加したら、 [ 修正 ] ボタンをク

リ ックして、 タイ トル デザイナーで編集します。 詳細は、 72 ページの 「タイ ト

ル デザイナーでタイ トル エフェク ト を修正する」 を参照して ください。

ト ランジシ ョ ンを追加する

ト ランジシ ョ ンをタイムラインに追加するには、 次の操作を行います。

• ト ランジシ ョ ン  エフェク ト を選択し、 適用するマスター ビデオ ト ラ ックの

クリ ップの間にド ラッグします。

注 ： ト ランジシ ョ ンの所要時間を手動で設定できます。 詳細は、 55 ページの 「ク

リ ップの所要時間を設定する」 を参照して ください。

ト ランジシ ョ ンをタイムラインの すべてのクリ ップ にランダムに追加するに

は、 次の操作を行います。

• ト ランジシ ョ ンを選択して  ボタンをクリ ックして、 タイムラ

イン上のすべてのクリ ップにト ランジシ ョ ンをランダムに追加します。

• ト ランジシ ョ ンを選択して  ボタンをクリ ックして、 タイムラ

イン上のすべてのクリ ップにフェード  ト ランジシ ョ ンを追加します。
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ライブラリー ウィンドウで  をクリ ックしてから、 [ すべてにト ランジシ ョ

ン  エフェク ト をランダムに適用 ] または [ すべてにフェード  ト ランジシ ョ ンを

適用 ] を選択します。

メディアを編集する
メディアを作業領域に用意したら、 編集作業ができます。 編集作業には、 動画

または音声クリ ップから不要なセクシ ョ ンを削除、 動画クリ ップの速度を調
節、 動画および画像の修正など、 さまざまな処理機能があります。 ここでは、

メディア クリ ップごとに、 適用できる編集処理について説明します。

注 ： ここで説明する機能は、 タイムライン  ビューでのみ実行できます。

ク リ ップを分割する

タイムラインで １  つのメディア クリ ップを選択したら、 [ 分割 ] をクリ ックし

て、 タイムライン  スライダーの現在の位置でクリ ップを  2 つに分割します。 こ
の機能を使って、 クリ ップの不要な部分をカッ ト したり、 カラー ボードを挿入

したり、 他のメディアを挿入したりできます。

注 ：必要に応じて、 2 つに分割された部分を右クリ ックして、 [ 結合 ] を選択して元

に戻すこともできます。

動画 / 音声クリ ップを ト リ ミングする

キャプチャーした動画 / 音声の中には、 不要な部分 ( メディアの最初、 中間、

最後 ) が含まれる場合があります。 これらの不要部分は、 ト リム機能を使って

カッ トすることができます。

注 ：動画または音声クリ ップを ト リ ミングしても、 元のコンテンツは影響されませ
ん。
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マルチ ト リムを実行する

動画クリ ップを ト リ ミ ングするには、 [ マルチ ト リム ] 機能を使います。 [ マル

チ ト リム ] 機能を使う と、 [ マルチ ト リム ] 編集ウィンドウが別に表示され、

動画クリ ップの一部分もし くは複数部分を一度にト リ ミングすることができま
す。 マルチ ト リム ツールを使用して、 シーンを検出することもできます。

A  - プレビュー エリア、 B - タイムライン拡大スライダー *、 C - タイムライン、 D - タイムライ

ン拡大スライダー ( 大 )、 E - ト リム エリア、 F - 拡大ツール *、 G - ト リ ミ ング ツール、 H - 再生

コン ト ロール、 I - フレーム ディスプレイ

注 ： * CyberLink PowerDirector のオプシ ョ ン機能です。 バージョ ンの詳細は、

Readme ファイルを参照して ください。

A

I

E

FG

B DC

H
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動画を ト リ ミ ングするには、 タイムラインの動画クリ ップを選択して、 [ マル

チ ト リム ] をクリ ックします。 [ マルチ ト リム ] ウィンドウでは、 次の操作がで

きます。

• 拡大ツールの  および  を使って、 動画クリ ップの拡大レベルを設定し

ます。 タイムライン拡大ツールのサイズは、 選択した拡大レベルによって異

なります。
• タイムライン拡大ツールをタイムラインに沿ってド ラッグして、 ト リ ミン

グする動画部分を探します。
• タイムライン  スライダーを使って、 ト リ ミ ングする動画クリ ップの開始位

置および終了位置を設定します。 再生コン ト ロールを使って、 フレームを探

すこともできます。

• ト リ ミ ング ツールの  をクリ ックして ト リ ミ ングする開始位置を、  を

クリ ックして終了位置をマークします。

注 ： タイムラインに挿入する動画部分は青色に表示されます。 タイムラインから指

定した部分以外を選択する場合は、 ト リム エリアの [ 指定範囲以外 ( 反転 )] ボタン

をクリ ックします。 

• ト リム エリア上のタイムライン  スライダーを動かして、 ト リ ミ ング ツール

の  ボタンをクリ ックして、 動画を 2 つのクリ ップに分割します。

• ト リ ミ ング ツールの   ボタンをクリ ックして、 動画クリ ップ中のすべて

のシーンを検出します。 タイムラインにマークをつけるか、 シーンを自動的

に分割します。

音声 / 動画クリ ップを ト リ ミ ングする

音声 / 動画クリ ップを ト リ ミ ングするには、 タイムラインから ト リ ミ ングする

クリ ップを選択し、 [ ト リム ] をクリ ックします。

ト リム ウィンドウでは、 次の操作ができます。

•  および  を使って、 ク リ ップの拡大レベルを設定します。

• タイムライン  スライダーまたは再生コン ト ロールを使って、 ト リ ミ ングす

るクリ ップの開始位置および終了位置を設定します。

•  をクリ ックして ト リ ミ ングする開始位置を、  をクリ ックして終了位

置をマークします。
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クリ ップの所要時間を設定する

タイムラインで [ 所要時間 ] ボタン  ( またはクリ ップを右クリ ップして [ 所要時

間 ] を選択 ) をクリ ックして、 画像、 タイ トル エフェク ト、 PiP メディア、 ト ラ

ンジシ ョ ンの所要時間を設定します。

上に挙げたメディアまたはト リ ミング済み動画クリ ップの所要時間を変更する
ことができます。 変更するには、 クリ ップを選択して、 クリ ップの終了位置を
希望の場所までドラ ッグします。

注 ：動画クリ ップの長さは最大元の所要時間まで、 ト ランジシ ョ ンは最短クリ ップ
の半分の所要時間までしか変更できません。

メディア クリ ップを ミ ュートする

メディア クリ ップ中の音声部分を ミ ュートするには、 クリ ップを右クリ ックし

て、 [ ミ ュート  ( クリ ップ )] を選択します。 追加したボリューム キーは非表示に

なります。
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ミ ュート を解除するには、 ト ラ ッ クを右クリ ックして、 [ ミ ュート  ( クリ ップ )] 
を選択解除します。

注 ： ト ラ ッ ク全体の音声をミ ュートするには、 ト ラ ックを右クリ ックして、 [
ミ ュート  ( ト ラ ッ ク )] を選択します。 この機能は、 PiP ト ラ ッ クに動画を配置し、 出

力ムービーに動画中の音声を含みた く ない場合に便利です。

画像を編集する

タイムラインの画像を選択し、 [ 画像の編集 ] ボタン * をクリ ックし、

CyberLink PhotoNow! を使って編集します。 画像編集の詳細は、 PhotoNow! のヘ

ルプ ファイルを参照して ください。 画像編集が完了すると、 編集済ファイルは

タイムラインに配置されます。

注 ： * CyberLink PowerDirector のオプシ ョ ン機能です。 バージョ ンの詳細は、

Readme ファイルを参照して ください。

画像 / 動画を補正 / 強調する

タイムラインのメディアを選択し、 [ 補正 / 強調 ] ボタンをクリ ックすると、

様々な方法で画像 / 動画の編集 ( 動画ノイズ除去など ) ができます。 機能の詳細

は、  ボタンをクリ ックしてヘルプ ファイルを参照して ください。

パワー ツール

タイムラインの動画を選択して、 [ パワー ツール ] ボタンを選択すると、 次の

機能が実行できます。

• 動画逆再生 : 選択した動画を逆再生します。

• 動画クロップ : 動画クリ ップの一部をクロップまたは拡大します。 [ 動画ク

ロップ ] ボタンを選択して、 拡大またはクロップする部分を指定します。 ク
ロップした部分にモーシ ョ ンをつけることもできます。 動画のクロップ部分

にモーシ ョ ンをつける方法は、 60 ページの 「Magic Motion デザイナー」 を
参照して ください。
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• 動画速度 : 動画クリ ップの速度を変更します。 スローモーシ ョ ン効果や高速

モーシ ョ ン効果は、 見る人の注意を引き付け、 動画のリズムを変えること
ができます。 スローモーシ ョ ンを適用するには、 [ スローモーシ ョ ン  ビデオ 
( フレーム挿入技術採用 )] オプシ ョ ンを使用します。 [ 音声のスト レッチ ] 
(0.5X ～ 2X) を選択して、 既存音声を新規の動画長さに合わせます。 このオ

プシ ョ ンを選択解除すると、 音声を ミ ュート します。 [ 新規の動画長さ ] に
動画長さを入力して、 手動で動画の速度を調節することもできます。

• 動画回転 : 動画を右回転 ( 最大 270 度 ) します。

フレーム固定エフェク ト

タイムラインの動画クリ ップを選択して、 [ フレーム固定 ] ボタンをクリ ック

して、 フレーム固定エフェク ト を作成します。 動画の現在のフレームのスナッ

プシ ョ ッ ト を取得し、 タイムラインにフレーム固定エフェク ト を挿入します。 
挿入した画像やエフェク ト を編集して、 フレーム固定エフェク トが効果的に働
く ように調節します。

環境設定でオプシ ョ ンを選択解除して、 エフェク ト を挿入しないよう設定する
こともできます。 詳細は、 35 ページの 「編集の環境設定」 を参照して ください。

時間情報

RichVideo 動画クリ ップまたは EXIF 画像をタイムラインに追加すると、 [ 時間情

報 ] ボタンが表示されます。 [ 時間情報 ] ボタンをクリ ックすると、 日付キャプ

シ ョ ン、 またはキャプチャ元 ( カムコーダーやデジタル カ メラ ) のタイム コー

ドが有効になります。 必要に応じて、 動画や画像にテキスト注釈を追加するこ

ともできます。

動画クリ ップのインターレース形式を設定する

動画クリ ップにはすべて、 インターレース (TV) 形式が設定されています。 これ

は、 フレームの表示方法を指定したもので、 動画クリ ップの TV 信号形式が一致

しない ( または無効 ) 場合は、 最終出力の画質を落とすことになります。

動画を出力する前に、 すべての動画クリ ップを同じ形式に設定します。 通常、

正しい形式を検出および提案が表示されますが、一部のインターレース ビデオ 
( 動きが非常に少ない動画など ) では、 判定を誤ってプログレッシブ ビデオと

する場合があります。
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CyberLink PowerDirector では DVD、 SVCD、 DV-AVI に対して、 自動的にインター

レース ビデオを出力するため、 形式を間違って設定したことが確かな場合にの

み、 この設定を変更して ください。

注 ： これは完成作品の画質に大き く影響するため、 出力前に必ず実行しな く てはな
らない重要な作業です。

動画クリ ップの TV 信号形式を設定するには、 インターレース形式に設定する

動画クリ ップを右クリ ックし、 [TV 信号形式 ] を選択します。

動画クリ ップの縦横比を調節する

動画クリ ップの縦横比は通常、 4:3 または 16:9 のいずれかに設定されています。

メディア クリ ップや再生メディアに応じて、 動画の縦横比を調節します。 出力

前に、 すべての動画クリ ップの縦横比がプロジェク トの縦横比に一致するよう
に設定します。

プロジェク トの縦横比およびクリ ップの縦横比に応じて、 2 つのオプシ ョ ンか

ら選択します。

プロジェク トの縦横比が 4:3 である場合に、 16:9 の動画クリ ップを出力するに

は、 縦横比を調節する動画クリ ップを右クリ ックし、 [ 縦横比 ] を選択します。

Magic ツールを使用する
Magic ツールは、 音声、 動画、 画像などのクリ ップをクイック編集する便利な

ツールです。 Magic ツールを使用すると、 作品にクリエイテ ィブなスタイルを

追加したり、 ぴったりの BGM を追加したりすることができます。 利用できる  
Magic ツールは次の通りです。

• Magic Movie ウィザード : スタイリ ッシュなエフェク ト と ト ランジシ ョ ンを

組み合わせて動画を自動作成します。 
• Magic Fix: 手ぶれ動画の補正、 動画画像の改善、 赤目除去、 画像焦点の改善

などの画像 / 動画補正をします。

• Magic Motion: 画像にズーム及びパンを適用します。 Magic Motion デザイ

ナーを使って、 画像に手動でモーシ ョ ンを加えることも出来ます。
• Magic Cut: 長い動画を短縮して、 最高のシーンを含む動画を作成します。
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• Magic Style: デザイン済みのテンプレート を使って、 プロフェ ッシ ョナルな

動画を自動作成します。
• Magic Music*: 所要時間に合わせて自動調節した BGM を追加します。

注 ： * CyberLink PowerDirector のオプシ ョ ン機能です。 バージョ ンの詳細は、

Readme ファイルを参照して ください。

Magic ツールにアクセスするには、 タイムラインの左側のアイコンをクリ ック

するか、  > [ 編集 ] > [Magic ツール ] をクリ ックします。

Magic Movie ウィザード

初めて編集する場合や、 編集の始め方などが不確かな場合には、 Magic 
Movie ウィザードが役に立ちます。 このツールを使えば、 簡単な手順で

プロ級の作品を作成することができます。 Magic Movie で作成した作品

は、 作業領域で編集や手直しをして、 ファイルに出力したりディスクに書き込
むことができます。 この機能の詳細は、 42 ページの 「Magic Movie ウィザード」 
を参照して ください。

Magic Fix

Magic Fix を使う と、 手ぶれ動画を補正したり、 動画の音声や映像の画像

を改善することができます。 このツールを使って画像から赤目を除去し

たり、 焦点のぼけた画像を改善をすることもできます。 機能の詳細は、  ボタ

ンをクリ ックしてヘルプ ファイルを参照して ください。

Magic Motion

Magic Motion ツールは、 画像をズームまたはパンさせることにより、 動

画効果を生み出します。 単純なスライ ドシ ョーを魅力的なプレゼンテー

シ ョ ンに変えることのできるツールでもあり、 Magic Music と組み合わ

せて使用すると、 より効果的です。 プロジェク トの画像ごとに異なるモーシ ョ

ン  テンプレート を選択し、 Magic Motion デザイナーで動画編集を加えます。
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Magic Motion デザイナー

モーシ ョ ン  テンプレート を選択して画像に適用したら、 [ モーシ ョ ン  デザイ

ナー ] を選択して画像の動きをカスタマイズします。

A - プレビュー エリア、 B - 回転角度、 C - フォーカス エリア、 D - タイムライン  インジケー

ター、 E - キーフレーム インジケーター、 F - モーシ ョ ン  パス、 G - 拡大 / 縮小、 H - TV セーフ  
ゾーン / グリ ッ ド  ライン、 I - キーフレーム ボタン、 J - キーフレーム タイムライン、 K - 再生コ

ン ト ロール

モーシ ョ ン  デザイナーはキーフレームを使って、 画像のモーシ ョ ンをカスタマ

イズします。 キーフレームとは、 エフェク ト  ( モーシ ョ ンおよびフォーカス エ
リア ) の始点と終点を示すフレームです。

Magic Motion デザイナーでできることは次の通りです。

A B

G

D E F

HIJ

C

K

 60



第 4 章 :  ストーリーを作成する
• 再生コン トロールを使うかスライダーをド ラ ッグして、 現在のモーシ ョ ン
をプレビュー ウィンドウに表示します。

•  をクリ ックして、 キーフレーム タイムラインの前 / 次のキーフレー

ムをコピーします。 指定したキーフレームのプロパティーが新しい位置にコ

ピーされます。
• フォーカス エリアのサイズを変更して、 表示する画像部分を設定します。

• モーシ ョ ン  パスをクリ ック＆ド ラッグして、 フォーカス エリアの動きを設

定します。

• フォーカス エリアに回転エフェク ト を追加 (回転角度を入力 ) したら、  

をクリ ックします。   をクリ ック＆ド ラッグし、 手動でフォーカス エリア

を回転します。

•   をクリ ックして、 画像を拡大 / 縮小します。 細かい部分の確認は

拡大が、 画面外からの移動確認には縮小が適しています。

•  をクリ ックして、 [TV セーフ  ゾーン ] および [ グリ ッ ド  ライン ] をオ

ンにして、 画像のフォーカス エリアを正確に処理します。 [ グリ ッ ド枠に合

わせる ] を選択して、 フォーカス エリアをグリ ッ ド  ライン、 TV セーフ  ゾー

ン  ( 表示範囲 )、 境界線に配置します。 

Magic Cut

Magic Cut は、 「Magic」 動画技術を使い、 不必要と思われる部分を排除

し、 最も興味深い瞬間を検出 ・保持する編集機能です。 Magic Cut ツール

は、 長い動画部分をより短く凝縮する便利なツールです。 例えば、 1 時
間の動画を  10 分に短縮することが可能です。

注 ：短縮したい動画クリ ップの長さが 15 分未満で、 既に編集されていたり、 重要

な部分を含んでいる場合は、 手動で編集 ( マルチ ト リム機能などを使用 ) したほう

がよい場合があります。 詳細は、 52 ページの 「動画 / 音声クリ ップを ト リ ミ ングす

る」 を参照して ください。

Magic Style

Magic Style を使う と、 様々なテンプレート を使ってプロ級の動画を自動

作成することができます。 Magic Style には、 オープニング シークエンス、
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ト ランジシ ョ ン、 エフェク トが含まれています。 このツールは、 オープニング 
タイ トルやビデオ エフェク ト、 ト ランジシ ョ ンなどの設定に時間を費やさず

に、 見栄えのする動画を作成する便利なツールです。

Magic Music

Magic Music* を使う と、 プログラムに含まれる音楽の使用や購入、 ダウ

ンロード したト ラ ックを動画に適用することができます。 

注 ： * CyberLink PowerDirector のオプシ ョ ン機能です。 バージョ ンの詳細は、

Readme ファイルを参照して ください。 SmartSound 関連の著作権や購入情報を見る

には、 [SmartSound] ボタンをクリ ックします。

Magic Music ツールは、 フォ ト  スライ ドシ ョーの編集に最適なツールです。

エフ ェク ト を修正する
CyberLink PowerDirector のほとんどのエフェク トがカスタマイズ可能です。 ここ

では、 オプシ ョ ン設定の機能や操作手順の一部を説明します。

ビデオ エフェク ト を修正する

多くのビデオ エフェク トでプロパティーのカスタマイズができます。 例えば、

キーフレームやスライダーを使って強度レベルやランダム設定ができます。 ビ
デオ エフェク トは、 エフェク トの時間内に表示されるマスター ビデオ ト ラ ッ

クのクリ ップにのみ適用されます。 

ビデオ エフェク ト を修正するには、 エフェク ト をダブルクリ ックまたは選択し

て [ 修正 ] をクリ ックします。 ( クリ ップ全体に適用したエフェク ト を修正する

には、 クリ ップを選択して [ エフェク ト ] をクリ ックします。 ) 修正オプシ ョ ン

は、 選択したエフェク トの設定によって異なります。

一部のエフェク トでは、 キーフレームを使ってプロパティーをカスタマイズし
ます。 キーフレームとは、 エフェク ト  (2 つのキーフレーム間のレベルなど ) の
始点と終点を示すフレームです。

• 再生コン トロールを使うかスライダーをド ラ ッグして、 エフェク ト  プロパ

ティーをプレビュー ウィンドウに表示します。 
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•  をクリ ックしてキーフレームを追加します。 キーフレームを追加する

ことによって、 エフェク ト  プロパティーの変更 ( キーフレーム タイムライ

ンの 2 点間を変更 ) ができます。

注 ： ク リ ップ全体に適用したエフェク ト を削除するには、 エフェク トの設定ウィン
ドウでエフェク ト名を選択解除します。

PiP オブジェク ト を修正する

[PiP オブジェク ト  ルーム ] から  PiP ト ラ ックにオブジェク ト を挿入すると、 そ

のオブジェク ト も他の PiP 画像や動画と同様の方法で設定できます。 シャ ドウ (
影 ) やクロマ キー エフェク トなどを追加して、 オブジェク トのサイズや位置を

変更します。

PiP デザイナーで PiP エフェク ト を修正する

PiP （Picture-in-Picture） エフェク ト を使う と、 画像、 動画、 オブジェク ト を  PiP 
クリ ップと してメインの画像や動画クリ ップ内に挿入することができます。 PiP 
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デザイナーを使う と、 重なったクリ ップの透明度、 位置、 モーシ ョ ン、 その他
のプロパティーを修正できます。 

A - DirectorZone にアップロード、 B - PiP エフェク ト  プロパティー タブ、 C - PiP エフェク ト  プ
ロパティー、 D - モーシ ョ ン タブ、 E - カスタム テンプレートの保存、 F - PiP マスク  タブ、 G- 
PiP オブジェク ト、 H - マスター ビデオ、 I - TV セーフゾーン / グリ ッ ド ライン、 J - PiP/ キーフ

レーム タイムライン

PiP デザイナーを開く手順 :

• PiP ト ラ ッ クのアイテムを選択して [ 修正 ] をクリ ックします。

• [PiP オブジェク ト  ルーム ] で  をクリ ックし、 カスタム画像をインポート

して新規の PiP オブジェク ト  テンプレート を作成します。

• [PiP オブジェク  ルーム ] で、 既存の PiP オブジェク ト を選択して  をク

リ ックして既存のテンプレート を編集します。

A C

I

F G H

J

D EB
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PiP エフェク ト  サイズと位置を修正する

PiP エフェク トのメディア クリ ップまたはオブジェク トのサイズと位置が変更

できます。 変更できる大きさに制限はありません。 クリ ップを小さ く縮小した

り、 下のメディア ファイルが完全に見えな く なるまで拡大することもできま

す。

注 ：  をクリ ックして、 [TV セーフ  ゾーン ] および [ グリ ッ ド  ライン ] をオ

ンにして、 マスター ビデオの PiP エフェク トの動きを正確に処理します。 [ グ
リ ッ ド枠に合わせる ] を選択して、 PiP エフェク ト をグリ ッ ド  ライン、 TV セーフ  
ゾーン  ( 表示範囲 )、 境界線に配置します。

サイズ、 位置、 方向の修正方法 :

• 角か側面をクリ ック＆ド ラッグして PiP オブジェク トのサイズを変更しま

す。

注 ： [ 縦横比を維持 ] を選択解除すると  PiP オブジェク トのサイズは自由に変更でき

ます。

• PiP オブジェク ト をクリ ッ ク＆ド ラッグして移動します。

• PiP オブジェク ト上部の  をクリ ックして方向を変更します。

PiP エフェク トのプロパティーを修正する

PiP エフェク ト  プロパティーの設定オプシ ョ ンは次の通りです。

• [ クロマ キーの適用 ] のチェ ックボックスを選択し、  をクリ ックして 
PiP オブジェク トにクロマ キーを適用します。 クロマ キー ウィンドウで、

画像 / 動画クリ ップの色を選択し、 輝度レベルスライダーを調節して下の

画像 / 動画と合成させます。 このエフェク トで選択した色の部分が透明にな

ります。

• [ シャ ドウの適用 ] のチェ ックボックスを選択し、  をクリ ックして PiP 
エフェク トのクリ ップにシャ ドウ ( 影 ) を適用します。 シャ ドウ オプシ ョ ン

で、 シャ ドウの色や方向、 PiP エフェク トからの距離を変更します。 スライ

ダーを使ってシャ ドウの透明度やぼかしレベルを調節することもできます。
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• [ 境界線の適用 ] のチェ ックボックスを選択し、  をクリ ックして PiP エ
フェク トのクリ ップに境界線を適用します。 境界線オプシ ョ ンで、 境界線の

色、 方向、 サイズなどを変更します。 スライダーを使って境界線の透明度や

ぼかしレベルを調節することもできます。
• [ フリ ップ オブジェク ト を有効化する ] を選択して、 PiP オブジェク ト を  [ 上

下逆 ] または [ 左右逆 ] に配置します。

PiP エフェク トにモーシ ョ ンを追加する

PiP モーシ ョ ン  タブでは、 PiP エフェク トにモーシ ョ ン * を適用し、 画面上を移

動させることができます。 モーシ ョ ンのテンプレートから選ぶことも、 モー

シ ョ ンをカスタマイズ作成することもできます。 PiP エフェク トの透明度、 回

転、 フェードイン / フェードアウトの設定もできます。

注 ： * CyberLink PowerDirector のオプシ ョ ン機能です。 バージョ ンの詳細は、

Readme ファイルを参照して ください。

モーシ ョ ン  テンプレート を使って PiP エフェク ト を追加する

PiP にモーシ ョ ン  テンプレート を加えるには、 [ モーシ ョ ン ] タブをクリ ックし

て PiP モーシ ョ ンのオプシ ョ ンを表示し、 一覧から適用するモーシ ョ ンを選択

します。

PiP エフェク ト  モーシ ョ ンをカスタマイズする

PiP デザイナーではキーフレームを使って、 PiP エフェク トのモーシ ョ ンや透明

度をカスタマイズします。 キーフレームとは、 エフェク ト  ( モーシ ョ ンおよび

透明度 ) の始点と終点を示すフレームです。 

注 ： オブジェク トには、 定義済みのモーシ ョ ンが既に適用されている物もありま
す。

PiP エフェク トのモーシ ョ ンをカスタマイズするには、 次の操作を行います。 

• 既存のキーフレームをプレビュー ウィンドウの新しい位置にドラッグしま

す。 PiP エフェク トは変更したキーフレームに沿って移動します。
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• パス ラインをド ラ ッグして PiP エフェク トのパスを変更すると、 次のキー

フレームまで移動します。

• キーフレーム追加ボタン   をクリ ックして、 必要な個所に新しいキーフ

レームを追加します。

•   をクリ ックして、 キーフレーム タイムラインの前 / 次のキーフレー

ムをコピーします。 指定したキーフレームのプロパティーが新しい位置にコ

ピーされます。

PiP エフェク ト  モーシ ョ ンの速度をカスタマイズする

PiP エフェク トはモーシ ョ ン速度のコン ト ロールができます。 次の 3 つの要因で 
PiP エフェク トのモーシ ョ ン速度が決まります。

タイムラインの PiP クリ ップの表示時間 

PiP クリ ップが長いほど、 PiP オブジェク トのモーシ ョ ンは遅く なります。 例え

ば、 PiP クリ ップが 10 秒の場合、 PiP エフェク トがモーシ ョ ンを完全に適用す

るのに 10 秒かかります。

キーフレーム間の距離

キーフレーム間の距離は、 PiP エフェク ト  モーシ ョ ンの速度に影響します。 
キーフレーム間の距離が離れているほど、 PiP エフェク トが次のキーフレーム

に達するまでの時間が短く なります。

キーフレーム タイムライン

キーフレーム タイムラインはプレビュー ウィンドウの下にあります。 モーシ ョ

ン  パスのキーフレームは、それぞれキーフレームのタイムラインに対応した印 
( マーカー ) が付いています。

タイムラインの PiP クリ ップが 10 秒の場合は、キーフレームのタイムラインも  
10 秒です。 PiP エフェク トのモーシ ョ ン速度を上げるには、 キーフレームの

マーカーを前のキーフレームのマーカーに近づけます。 
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PiP エフェク トの透明度を設定する

[ 透明度 ] スライダーを使って、 PiP エフェク トの透明度を調節します。

注 ： キーフレームを使って、 PiP エフェク トの透明度をコン ト ロールします。

PiP エフェク トの回転をカスタマイズする

PiP エフェク トの回転をカスタマイズするには、 [ 回転設定 ] で、 PiP の回転角度

を入力し、 次のいずれかを選択します。

• PiP エフェク ト を反時計回り に回転する。

• PiP エフェク ト を時計回り に回転する。

PiP テンプレート を保存、 共有する

PiP テンプレートの修正が完了したら、 PiP オブジェク ト  ライブラリーに保存し

て後で使用したり、 DirectorZone にアップロード して共有したりすることがで

きます。

• [ 共有 ] をクリ ックして、 カスタマイズしたテンプレート を  DirectorZone に
アップロード します。

• [ 保存 ] をクリ ックして、 修正したテンプレート を PiP オブジェク ト  ライブ

ラリーに保存します。

•  をクリ ックして、 修正した PiP エフェク トのモーシ ョ ン  パスをカスタ

ム パスとして保存します。

PiP エフェク ト  マスクを追加する

PiP マスク  タブで、 PiP エフェク トまたはマスター ビデオにマスクを追加する

ことができます。 最終出力のマスター ビデオまたは PiP エフェク トの一部を表

示 / 非表示する場合にこの機能を使います。 [ 透明度 ] スライダーを使って透明

度を調節します。
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パーティ クル デザイナーでパーティ クル エフェク ト

を修正する

パーティ クル エフェク ト を使う と、 パーテ ィ クル オブジェク ト  ( 雪、 粒子など

) を既存の画像や動画クリ ップに挿入できます ( 既存のクリ ップに PiP エフェク

ト をオーバーレイ )。

パーテ ィ クル デザイナーを使って、 パーティ クル オブジェク トのプロパ

ティーがカスタマイズできます。 

A - DirectorZone にアップロード、 B - パーティ クル オブジェク ト  エリアの選択 / 編集、 C - パー

ティ クル オブジェク トの追加 / 削除 / 編集、 D - カスタム テンプレートの保存、 E - パーティ ク

ル オブジェク ト、 F - マスター ビデオ、 G - TV セーフ  ゾーン / グリ ッ ド  ライン、 H - パーティ ク

ル タイムライン

A

G

E F

H

C DB
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パーティ クル デザイナーを開く手順 :

• PiP ト ラ ッ クのパーティ クル エフェク ト を選択して [ 修正 ] をクリ ックしま

す。

• [ パーティ クル ルーム ] で、  をクリ ックし、 カスタマイズした画像をイン

ポート して新しいパーティ クル エフェク ト  テンプレート を作成します。

• [ パーティ クル ルーム ] で、 既存のパーティ クル エフェク ト  テンプレート

を選択してから   をクリ ックして既存のテンプレート を編集します。

パーテ ィ クル オブジェク トの範囲と位置を変更する

各パーティ クル オブジェク トの範囲、 位置、 回転を変更できます。 パーティ ク

ル オブジェク トの範囲を広げて背景 ( マスター ビデオ ) をカバーしたり、 位置

または方向を変更できます。

注 ：  をクリ ックして、 [TV セーフ  ゾーン ] および [ グリ ッ ド  ライン ] をオ

ンにして、 マスター ビデオのパーティ クル オブジェク トの動きを正確に処理

します。 [ グリ ッ ド枠に合わせる ] を選択して、 パーティ クル エフェク ト をグリ ッ

ド  ライン、 TV セーフ  ゾーン  ( 表示範囲 )、 境界線に配置します。

範囲、 位置、 方向を修正するには次の操作を行います。

• 修正するパーティ クル オブジェク ト を選択して、  をクリ ック＆ド ラッグ

して調節します。

•   をクリ ック＆ド ラッグして移動します。

パーテ ィ クル オブジェク トおよび背景画像を追加する

追加のパーティ クル オブジェク ト をパーティ クル エフェク ト  テンプレートに

追加したり、 カスタム背景画像を挿入することができます。  をクリ ック

して、 追加するものをリストから選択します。 新規のパーティ クル エフェク ト

を追加すると、 パーティ クル オブジェク ト  プロパティー エリアが開きます。 
背景画像をインポートすると、 背景が置き換えられます。
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パーティ クル オブジェク トのプロパティーを編集する

パーティ クル オブジェク トのプロパティーを編集するには、 オブジェク ト を選

択して をクリ ックします。

注 ：編集する背景画像を選択する場合、 利用可能なオプシ ョ ンは、 他の画像への置
き換えのみです。

パーテ ィ クル オブジェク ト  プロパティーの設定オプシ ョ ンは次の通りです。

• 放出スタイルを選択する : パーティ クルの放出スタイルを選択します。 一点

から放出、 一列に放出、 円状に放出することができます。 パーティ クル放出

元のマスク  エリアを作成するのに、画像をインポートすることもできます。 
インポートするマスクおよび変更サイズによって、 パーティ クルの放出ス
タイルは異なります。

• パーティ クル スタイルを選択する : パーティ クル オブジェク トのスタイル

を選択します。 選択したプロパティーによって、 パーティ クルの形および動

きは異なります。 エフェク トに合わせて最適なスタイルを選択します。

• パーティ クルを追加 / 削除する :  をクリ ックして画像をインポート し

てカスタム パーティ クルを作成します。 カスタム パーティ クルはい くつで

も追加できます。 または、 既存のパーティ クルを選択して  をクリ ッ

クしてパーティ クル オブジェク ト を削除します。

• パラメーターを変更する : パーティ クル オブジェク トのプロパティーをカ

スタマイズします。 放出レート、 最大数、 放出時間、 サイズ、 距離のパラ

メーターを適切に設定します。

モーシ ョ ンをパーティ クル オブジェク トに追加する

パーティ クル オブジェク ト  モーシ ョ ン  タブでは、 パーティ クルのソースに

モーシ ョ ンを適用し、 画面上を移動させることができます。 モーシ ョ ンのテン

プレートから選ぶことも、 モーシ ョ ンをカスタマイズ作成することもできま
す。 パーティ クル オブジェク トのモーシ ョ ン  プロパティーは、 PiP オブジェク

トのプロパティーと似ています。 パーティ クル オブジェク トのモーシ ョ ンの詳

細は、 66 ページの 「PiP エフェク トにモーシ ョ ンを追加する」  を参照して くだ

さい。
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パーティ クル エフェク ト  テンプレートの保存と共有

パーティ クル エフェク ト  テンプレートの修正が完了したら、 パーテ ィ クル エ
フェク ト  ライブラリーに保存して後で使用したり、 DirectorZone にアップロー

ド して共有したりすることができます。

• [ 共有 ] をクリ ックして、 カスタマイズしたテンプレート を  DirectorZone に
アップロード します。

• [ 保存 ] をクリ ックして修正したテンプレート を  [ パーティ クル ルーム ] に
保存します。

タイ トル デザイナーでタイ トル エフェク ト を修正す

る

タイ トル エフェク ト を使って、 開始画面のタイ トルや、 本編中の字幕やテロッ

プ、 終了画面のクレジッ トなどの、 テキスト を動画に追加します。 テキストの

スタイルを変更できるだけでな く、 テキスト を画面上で動かすこともできま
す。 タイ トルは、 タイ トルの所要時間内に表示されるマスター ビデオ ト ラ ッ ク

のクリ ップにのみ適用されます。
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タイ トル デザイナーに含まれている、 プリセッ ト文字、 アニメーシ ョ ン、 背景

といったさまざまなオプシ ョ ンを使用することもできます。 

A - DirectorZone にアップロード、 B - テキスト  プロパティー タブ、 C - タイ トル プロパティー、

D - アニメーシ ョ ン  プロパティー タブ、 E - カスタム テンプレートの保存、 F - 背景プロパ

ティー タブ、 G - タイ トル エフェク ト、 H - マスター ビデオ、 I - TV セーフ  ゾーン / グリ ッ ド  ラ
イン、 J - タイ トル / キーフレーム タイムライン

タイ トル デザイナーを開く手順 : 

• タイ トル ト ラ ッ クのタイ トル エフェク ト を選択してから、 [ 修正 ] をクリ ッ

クします。

• [ タイ トル ルーム ] で、  をクリ ックして新規のタイ トル テンプレート を作

成します。

A C

I

F G H

J

D EB
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• [ タイ トル ルーム ] で、 既存のタイ トルエフェク ト を選択してから、  を
クリ ックしてテンプレート を編集します。

 タイ トル デザイナーのタイ トルにコンテンツを追加するには、 次の操作を行

います。

•  をクリ ックしてタイ トル エフェク トにテキスト を追加します。

•  をクリ ックしてテキストに付ける画像を追加します。

タイ トル エフェク トの位置を変更する

タイ トル エフェク トのタイ トルの位置および回転方向が変更できます。

注 ：  をクリ ックして、 [TV セーフ  ゾーン ] および [ グリ ッ ド  ライン ] をオンに

して、 マスター ビデオのタイ トル エフェク トの動きを正確に処理します。 [ グリ ッ

ド枠に合わせる ] を選択して、 タイ トル エフェク ト をグリ ッ ド  ライン、 TV セーフ  
ゾーン  ( 表示範囲 )、 境界線に配置します。

位置、 回転方向の変更方法 :

• タイ トルをクリ ック＆ド ラッグして移動します。
• タイ トル上部の  をクリ ックして方向を変更します。

テキスト  プロパティーを変更する

テキスト  プロパティー タブでは、 テキスト  サイズ、 スタイル、 色、 シャ ドウ

および境界線の変更ができます。 プレビュー ウィンドウ上のオプシ ョ ンを使っ

て、 テキスト  フォン ト  スタイル、 サイズ、 太さ、 配列を変更します。

プリセッ ト文字をタイ トル エフェク トに適用する

定義したプリセッ ト文字をタイ トル エフェク トに適用できます。 定義したプリ

セッ ト文字を適用した後は、 必要に応じて、 書体、 シャ ドウ、 境界線などを設
定して、 タイ トルに変更を加えることができます。

プリセッ ト文字をタイ トル エフェク トに適用するには、 テキスト  プロパ

ティーのタブをクリ ックし、  をクリ ックします。 変更するプレビュー 
ウィンドウのテキスト を選択し、 リス トからプリセッ ト文字をクリ ックしま
す。
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テキスト  フォン ト をカスタマイズする

タイ トル テキストのフォン ト  ( 色、 ぼかし、 透明度など ) のカスタマイズがで

きます。 タイ トル エフェク トのフォン ト をカスタマイズするには、 テキスト  プ

ロパティーのタブをクリ ックし、  をクリ ックします。

シャ ドウをタイ トル テキストに追加する

タイ トル エフェク トのテキスト周囲にシャ ドウ ( 影 ) を追加できます。 シャ ド

ウの色およびサイズ、 テキストからの距離、 ぼかしおよび透明度のレベルを設
定します。 シャ ドウをタイ トル エフェク トに追加するには、 テキスト  プロパ

ティーのタブをクリ ックし、  をクリ ックします。

境界線をタイ トル テキストに追加する

タイ トル エフェク トのテキスト周囲に境界線が追加できます。 境界線の色およ

びサイズ、 ぼかしおよび透明度のレベルを設定します。 境界線をタイ トル エ

フェク トに追加するには、 テキスト  プロパティーのタブをクリ ックし、  

をクリ ックします。

アニメーシ ョ ンをタイ トル エフェク トに適用する

アニメーシ ョ ンをタイ トル エフェク ト  ( テキスト  フ ェード、 動き、 ワイプなど

) に適用できます。 アニメーシ ョ ン  プロパティー タブでインポート した画像を

編集することもできます。

タイ トルにテキスト を適用するには、 アニメーシ ョ ン  プロパティーのタブをク

リ ックし、 アニメーシ ョ ンを適用するテキスト をリス トから選択するか、 プレ
ビュー ウィンドウ上のオブジェク ト をクリ ックします。 以下の操作を行いま

す。

• [ 開始エフェク ト ] をクリ ックして、 リス トから開始アニメーシ ョ ンを選択

します。
• [ 終了エフェク ト ] をクリ ックして、 リス トから終了アニメーシ ョ ンを選択

します。

インポート した画像を編集するには、 リス トから画像オブジェク ト を選択する
か、 プレビュー ウィンドウ上のオブジェク ト をクリ ッ クします。 クロマ キー 
エフェク ト を画像に適用したり、 画像を上下逆にしたり左右逆にしたりするこ
ともできます。
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タイ トル エフェク ト  アニメーシ ョ ンの速度をカスタマイズする

タイ トル エフェク ト  アニメーシ ョ ンの速度を変更できます。 次の 2 つの要因で

アニメーシ ョ ンが完了するまでの速度が決まります。

タイムラインのタイ トル エフェク ト  クリ ップの表示時間 

プロジェク トのタイムラインのタイ トル エフェク ト  クリ ップの表示時間が長

いほど、 タイ トル エフェク ト  アニメーシ ョ ンが完了する時間は長く なります。 
例えば、 タイ トル エフェク ト  クリ ップが 20 秒の場合、 タイ トル エフェク トの

アニメーシ ョ ンの開始から終了まで 20 秒かかります。

キーフレーム タイムライン

キーフレーム タイムラインはプレビュー ウィンドウの下にあります。 タイ トル 
エフェク ト  アニメーシ ョ ンには 4 つのキーフレームがあります。

最初の 2 つのキーフレームは、 開始エフェク トの始点と終点を示し、 残りの 2 
つは終了エフェク トの始点と終点を示します。

エフェク トの始点や終点や、 エフェク トの開始から終了までの時間を変更する
場合は、 キーフレームをタイムラインの希望する位置にドラ ッグします。 

注 ： オレンジのラインは、 開始エフェク ト  アニメーシ ョ ンが完了してからタイ ト

ル エフェク ト を表示する長さを示します。

背景画像をタイ トル エフェク トに追加する

任意の背景画像をタイ トル エフェク トに追加できます。 背景画像はタイ トル エ
フェク ト全体に適用され、 マスター ビデオ ト ラ ックのコンテンツをオーバー

レイします。

背景画像をタイ トル エフェク トに適用するには、 背景プロパティーのタブをク

リ ックし、 リス トから使用する背景を選択します。

注 ：気に入った背景画像がリストにない場合は、 好きな画像がインポートできま

す。  をクリ ックして、 カスタム画像をインポート します。
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タイ トル テンプレート を保存、 共有する

タイ トル テンプレートの修正が完了したら、 タイ トル エフェク ト  ライブラ

リーに保存して後で使用したり、 DirectorZone にアップロード して共有したり

することができます。

• [ 共有 ] をクリ ックして、 カスタマイズしたタイ トル テンプレート を  
DirectorZone にアップロード します。

• [ 保存 ] をクリ ックして修正したテンプレート を  [ タイ トル ルーム ] に保存

します。

•  をクリ ックしてカスタマイズしたタイ トル テキスト を新規プリセッ

ト文字として保存します。

音声のミキシングと吹き替え
作品に音声を付けたり消したりできます。 また、 [ 音量ミキシング ルーム ] で音

声レベルを調節したり、 吹き替え音声を録音してナレーシ ョ ンを付けたりでき
ます。

動画クリ ップから音声を分離する

動画クリ ップの音声を操作するには、 動画クリ ップから音声を分離して音声ト
ラックに挿入する方法が簡単です。 

動画クリ ップから音声を分離するには、 動画クリ ップをタイムラインで右ク
リ ックし、 [ 音声の分割 ] を選択します。 音声がマスター ビデオ ト ラ ッ クから

音声ト ラックに移動します。

注 ： [ 音声の分割 ] 機能では、 動画クリ ップの音声を別のファイルとして抽出する

ことはできません。 動画クリ ップから音声を抽出するには、 32 ページの 「動画ク

リ ップから音声を抽出する」 を参照して ください。

音声クリ ップの音量レベルを変更する

動画には、 音楽ト ラック、 音声ト ラ ック、 マスター ト ラ ッ クの動画クリ ップの

音声が含まれます。 それぞれのト ラックは異なるレベルで録画 ( 録音 ) されてい

るため、 音量レベルが異なる場合があります。 
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[ 音声ミキシング ルーム ] で、 すべての音声レベルを調和の取れた音声に調節

できます。

ト ラ ッ ク内の音声ミキシング

タイムラインの音声クリ ップの任意の位置で音量レベルを手動で変更できま
す。

タイムラインの音声ト ラックの音量レベルを変更するには、 音声レベルを変更
する場所をクリ ックして、 ボリュームキーを設定します。 音量を上げるにはボ

リュームキーを上に、 音量を下げるにはボリュームキーを下にドラ ッグしま
す。

注 ： ボリューム キーを削除するには、 ボリューム キーをクリ ップの枠の外にド

ラッグします。

音声ミキシング ルームで音声レベルのミキシングを行う

[ 音声ミキシング ルーム ] の音声ミキサーを使って、 作業領域の音声クリ ップ

の音量レベルを細かく調節できます。
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音声ミキサーでは、 作業領域のすべての音声ト ラックに対応して音量レベルを
調節できます。 

A - PiP ト ラ ッ ク  セレクター、 B - 音量コン ト ロール、 C - 音楽ト ラ ック  セレクター、 D - フ ェー

ドイン / フェードアウト  コン ト ロール、 E - 音量 ( 音楽 ) コン ト ロール

[ 音声ミキシング ルーム ] では、 タイムラインの現在位置にある音声を調節で

きます。 再生コン ト ロールを使って、 音声を ミキシングする位置を検索します。

• 音量コン トロール スライダーを使って、 ト ラ ッ クの各個所で音量を調節し

ます。
• ト ラ ッ ク音量 ( 音楽 ) のコン ト ロール スライダーを使って、 ト ラ ック全体の

音量を調節します。

注 ： タイムラインに 2 つ以上の PiP ト ラ ッ クがある場合、 PiP および音楽ト ラック  
セレクターを使って、 音声を ミキシングする ト ラ ックを選択します。

B

DE
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音声クリ ップにフェード  エフェク ト を適用する

音声クリ ップにフェードイン / フェードアウト効果を適用するには、 フェード

効果を開始する音声の位置をクリ ックし、 次の操作を行います。

•  をクリ ックしてフェードイン  エフェク ト を適用します。

•  をクリ ックしてフェードアウト  エフェク ト を適用します。

音声クリ ップの音量レベルを元に戻す

ボリュームキーを手動で設定後、 音声クリ ップの音量レベルに満足いかない場
合は、 元の音量レベルに戻すことができます。 音声クリ ップを右クリ ックして、

[ 元の音量レベルに戻す ] を選択します。 追加したボリューム キーは削除されま

す。
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吹き替えを録音する

[ 吹き替え録音ルーム ] では、 動画を見ながらマイクを使ってナレーシ ョ ンを

録音することができます。 録音したナレーシ ョ ンの音声ト ラックは、 自動的に

動画に同期されます。

A - 録音音量調節スライダー、 B - 録音設定ボタン、 C - 録音 / 停止ボタン、 D - フェードイン /
フ ェードアウト  ボタン

吹き替え設定は、 次の通りです。

• [ デバイス ] を選択して、 [ 音声デバイス ] および [ 音声入力 ] を指定します。

• [ プロファイル ] を選択して、 音質を設定します。

• [ 環境設定 ] を選択して、 最大録音時間や 3 秒後の録音開始を設定します。 
自動フェードイン / フ ェードアウト も設定できます。

• 吹き替えにフェードイン / フ ェードアウト効果を適用するには、 次の操作

を行います。

-  をクリ ッ クするとフェードインを、  でフェードアウト  エフェ

ク ト を追加します。
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•  をクリ ックして、 録音を開始します。 プレビュー ウィンドウで動画を

見ながら、 吹き替え録音をします。  をクリ ックして録音を停止しま

す。

チャプター
チャプターはディスクの頭出しを容易にする機能です。 チャプターとは特定の
場所にジャンプさせるマーカーのことで、 チャプターを挿入すれば、 再生の際
にメニューページからチャプターが設定された位置にジャンプできます。

注 ： チャプターを設定しない場合は、 ディスクをプレーヤーに挿入すると、 再生が
自動的に開始します。

チャプターを設定する

チャプターを設定するには、 [ チャプター ルーム ] で次のいずれかを実行しま

す。

• 各動画クリ ップの開始位置にチャプターを設定するには、  をクリ ッ

クします。
• チャプターを一定の時間隔で設定するには、 間隔 ( 分単位 ) を入力し、

 をクリ ックします。

• チャプターを等分割で指定するには、 入力ボックスにチャプターの数を入

力し、  をクリ ックします。

• チャプター ポイン ト を手動で設定するには、 タイムラインの設定位置に移

動して、  をクリ ックします。

• チャプター ポイン ト を削除するには、  をクリ ックします。

• 設定したチャプター ポイン ト をすべて削除するには、  をクリ ックしま

す。
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チャプター サムネイルを設定する

ディスク  メニューに表示する各チャプターのサムネイル イ メージをカスタマ

イズできます。 プレビュー ウィンドウで、 チャプター サムネイルに設定する

フレームのときに  をクリ ックします。

字幕
CyberLink PowerDirector を使って、 ディスクや動画ファイルに字幕を書き込む

ことができます。 字幕は、 テキスト  ファイルからインポート したり、 手作業で 
[ 字幕ルーム ] に追加したりできます。

動画作品に字幕を付けるには、 [ 字幕ルーム ] の  をクリ ックして次のいず

れかの字幕タイプを選択します。

• ソフ ト  サブ (DVD 字幕 ): このオプシ ョ ンを選択すると、 大半の DVD 再生ソ

フ ト と互換性のある字幕を作成します。 字幕は、 市販のディスクと同じよ
うに表示 / 非表示が切り替えられます。 

注 ： [ ソフ ト  サブ (DVD 字幕 )] を選択すると、 CyberLink PowerDirector で作成した

ディスク  メニューに字幕オプシ ョ ンが表示されます ( デフォルト )。 テキスト形式の

字幕には制限があります。

• ハード  サブ ( 焼き付け字幕 ): このオプシ ョ ンを選択すると字幕を動画に焼

き付けます。

字幕を追加する

動画作品に字幕を挿入するには、 次の操作を行います。

• 再生コン トロールを使って字幕を付ける開始位置に移動し、  ボタンを

それぞれの会話に合わせて続けてクリ ックします。 停止ボタンをクリ ックす

ると、 字幕が字幕ウィンドウに読み込まれます。

• 単一の字幕を追加するには  ボタンをクリ ックします。

字幕を編集する

動画の字幕を編集するには、 次の操作を行います。
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• タイムラインまたは字幕の一覧で字幕マーカーをダブル クリ ッ クして、 字

幕テキスト を入力します。

•  ボタンをクリ ックして、 字幕のスタイルを設定します。

• 字幕を削除するには、 字幕マーカーを選択して  ボタンをクリ ックしま

す。

注 ：字幕をエクスポート して SRT ファイルで保存するには、  をクリ ックしま

す。

テキスト  ファイルから字幕をインポートする

 をクリ ックして SRT または TXT 形式のテキスト  ファイルから字幕をイン

ポートできます。 これにより、 プログラムの外で作成した字幕や他のソースか

ら、 CyberLink PowerDirector にインポートできます。

注 ： SRT ファイルをインポートすると、 字幕は自動作成されます。 TXT ファイルを

インポートする場合は、 まずすべての字幕マーカーを入力する必要があります。

字幕と会話を同期する

CyberLink PowerDirector のオプシ ョ ン機能を使用して、 挿入した字幕を動画と

同期させることができます。

字幕の開始時間を設定するには、 次の操作を行います。

• 字幕の [ 開始時間 ] 欄にタイム コードを入力します。

• 字幕ト ラックで字幕マーカーの開始位置にカーソルを移動し、 設定する位
置までドラッグします。

字幕の終了時間を設定するには、 次の操作を行います。

• 字幕の [ 終了時間 ] 欄にタイム コードを入力します。

• 字幕ト ラックで字幕マーカーの終了位置にカーソルを移動し、 設定する位
置までドラッグします。
 84



第 5 章 :

動画作品を出力する
動画作品が完成したら、 出力作業を行います。 ここで言う 「出力」 とは、 作品

を再生可能な動画ファイルにコンパイル ( レンダリング ) することです。 
CyberLink PowerDirector では、 多様な再生環境に対応できるよう、 さまざまな

出力方法を用意しています。

SVRT 情報を表示する
SVRT ( スマート  ビデオ レンダリング テク ノロジー ) とは、 動画クリ ップの変更

済部分 ( 出力時にレンダリングを必要とする部分 ) と、 未変更部分 ( 出力時にレ

ンダリングを省略できる部分 ) を識別する、 CyberLink 独自のレンダリング技術

です。 [SVRT 情報 ] を表示すると、 出力処理をシミ ュレートできます。

プロジェク トの SVRT 情報を表示するには、  > [ 表示 ] > [SVRT 情報 ] をク

リ ックします。 詳細は、 112 ページの 「SVRT が適用される条件」 を参照して く

ださい。

SVRT ト ラ ッ クに表示される色は、 関連クリ ップ ( またはクリ ップの一部 ) の適

用状態を示します。

• 緑 : 出力中にレンダリングが不要な範囲。 
• 青 : 動画のみレンダリングが必要な範囲。

• 黄 : 音声のみレンダリングが必要な範囲。

• 赤 : 音声と動画のレンダリングが必要な範囲。

出力ウィンドウ
[ 出力 ] ボタンをクリ ックすると、 出力ウィンドウが開きます。 ここでムービー

をファイルにコンパイルします。 出力したファイルは、 メールで送信したり、
YouTube にアップロード したり、 ディスクに書き込んだりできます。

注 ：作品をそのままディスクに書き込む場合は、 [ ディスク作成 ] モジュールに移

動します。 [ ディスク作成 ] モジュールでは、 ディスク  メニューを作成したり、 作品

を出力したり、 作品をディスクに書き込んだり、 簡単な手順で行えます。
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[ 出力 ] ボタンをクリ ックすると、 次の出力ウィンドウが開きます。

A - ファイルに出力、 B - カムコーダーに出力、 C - YouTube にアップロード、 D - 出力形式、 E - 
Facebook にアップロード、 F - 出力プレビュー、 G - 出力詳細、 H - 動画プロファイル設定、 I - 
出力の環境設定

[ 出力 ] ウィンドウは出力が簡単にできるインターフェイスです。

A B C D F

I G

E

H
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注 ：作品を出力する前に、 必ずすべての動画クリ ップが同じインターレース形式で
あることを確認して ください。 これは、 完成動画の画質に大き く影響するため、 出

力前に必ず実行しな く てはならない重要な作業です。 作品の出力後、 画質が十分で

ない場合は、 すべての動画クリ ップのインターレース形式が同じであることを確認
して ください。 インターレース形式の異なるクリ ップが混在している場合は、 出力

前に形式を統一して ください。 詳細は、 57 ページの 「動画クリ ップのインターレー

ス形式を設定する」 を参照して ください。

[ 出力 ] ウィンドウで、 実行するタスクに合った出力オプシ ョ ンを選択します。 
次のいずれかの出力オプシ ョ ンが選択できます。

タブ 説明

ファイル 動画をファイル ( コンピューター、 携帯機器で表示 ) に出力

したり、 ディスクに書き込む場合は、 [ ファイル ] タブをク

リ ックします。 出力可能なすべての形式が表示されます。 詳
細は、 88 ページの 「ファイルに出力する」 を参照して くださ

い。

カムコー
ダー

動画を  DV、 HDV、 HDD カムコーダーに出力する場合は、 [ カ
ムコーダー ] タブをクリ ックします。 詳細は、 89 ページの

「カムコーダーに出力する」 を参照して ください。

YouTube 動画を  YouTube にアップロードする場合は、 [YouTube] タブ

をクリ ックします。 このオプシ ョ ンを選択すると、 出力され

た動画は YouTube アカウン トに直接アップロード されます。 
詳細は、 91 ページの 「動画を  YouTube にアップロードする」 
を参照して ください。

Facebook 動画を  Facebook にアップロードする場合は、 [Facebook] タブ

をクリ ックします。 このオプシ ョ ンを選択すると、 出力され

たファイルは Facebook のページに直接アップロード されま

す。 詳細は、 92 ページの 「動画を  Facebook にアップロード

する」 を参照して ください。
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注 ： [ 編集 ] ウィンドウで [ バッチ出力 ] 機能を使用すると、 複数の作品を一度にま

とめて出力できます。 バッチ出力を行うには、  >[ ファイル ] > [ バッチ出力 ] を

選択します。

フ ァイルに出力する

動画をファイルに出力できます。 動画ファイルは、 コンピューターで再生した
り、 ディスクに書き込んだり、 携帯機器に出力したりできます。 動画をファイ

ルに出力するには、 [ ファイル ] タブを選択して、 出力するファイル形式を選

択します。

動画は次のいずれかの形式で出力できます。

• AVI
• MPEG-1
• MPEG-2
• MPEG-4 portable*
• H.264 AVC
• Windows Media Video
• RealMedia
• QuickTime*

注 ： * CyberLink PowerDirector のオプシ ョ ン機能です。 バージョ ンの詳細は、

Readme ファイルを参照して ください。

動画のプロファイルをカスタマイズする

出力動画のファイル形式を選択すると、 選択した形式に合わせて、 画質の設定
画面が表示されます。

これらの画質設定 ( プロファイル ) には、 動画の解像度、 ビッ ト レート、 圧縮、

音声圧縮形式などが含まれます。

作品を動画ファイルに出力する前に、 新規プロファイルの作成、 既存プロファ
イルの編集、 他の既存プロファイルの選択、 ドロップダウンから他のオプシ ョ
ンを選択することができます。 
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出力の環境設定を構成する

ファイルを出力する前に、 次の出力設定から選択できます。

注 ：選択したファイル形式、 および CyberLink PowerDirector のバージョ ンによっ

て、 環境設定の内容は異なります。

• 高速ビデオ レンダリング技術 : [SVRT] および [ ハードウェア ビデオ エン

コーダー ] は出力時間を短縮するオプシ ョ ンです。 [ ハードウェア ビデオ エ
ンコーダー ] オプシ ョ ンは、 CUDA に対応する  NVIDIA グラフ ィ ック  カード

または、 ATI Stream に対応する  ATI グラフ ィ ッ ク  カードを搭載の場合にのみ

使えます。 有効にするには、 [ 編集 ] 環境設定タブの [GPU アクセラレー

シ ョ ン ] にチェ ックします。

• Dolby Digital 5.1: 出力動画ファイルに Dolby Digital 5.1 オーディオを含みたい

場合に、 このオプシ ョ ンを選択します。
• 出力中にプレビューを表示 : 出力中にプレビューを表示する場合に、 このオ

プシ ョ ンを選択します。 このオプシ ョ ンを選択すると、 出力にかかる時間が

長く なります。
• x.v.Color: x.v.Color は、 普通より広い色範囲が表示できる新しいカラー シス

テムです。 再生環境が x.v.color に対応している場合に、 RGB ディスプレイと

下位互換性のある  x.v.color に準拠した高画質のスト リームが作成できます。

• 出力後にコンピューターをシャッ トダウンする : 動画出力後にコンピュー

ターを自動的にシャッ トダウンさせる場合に、 このオプシ ョ ンを選択しま
す。

カムコーダーに出力する

作品を  DV または HDV テープに出力する場合に、 [ カムコーダー ] オプシ ョ ンを

選択します。

注 ：処理を始める前に、 HDV カムコーダー テープの書き込み開始位置を手作業で

設定します。

作品をファイルに出力してから、 HDD カムコーダーにコピーすることもできま

す。
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動画のプロファイルをカスタマイズする

出力先 (DV、 HDV*、 HDD カムコーダー ) を選択すると、 選択したオプシ ョ ンに

合わせて、 画質の設定画面が表示されます。

注 ： * CyberLink PowerDirector のオプシ ョ ン機能です。 バージョ ンの詳細は、

Readme ファイルを参照して ください。

これらの画質設定 ( プロファイル ) には、 動画の解像度、 ビッ ト レート、 圧縮、

音声圧縮形式などが含まれます。

作品を出力する前に、 新規の画質プロファイルの作成、 既存プロファイルの編
集、 他の既存プロファイルの選択、 ドロップダウンから他のオプシ ョ ンを選択
することができます。 

出力の環境設定を構成する

出力する前に、 次の出力設定から選択できます。

注 ：選択したファイル形式、 および CyberLink PowerDirector のバージョ ンによっ

て、 環境設定の内容は異なります。

• 高速ビデオ レンダリング技術 : [SVRT] および [ ハードウェア ビデオ エン

コーダー ] は出力時間を短縮するオプシ ョ ンです (HDD カムコーダー ファイ

ルの作成時にのみ使用可能 )。 [ ハードウェア ビデオ エンコーダー ] オプ

シ ョ ンは、 CUDA に対応する  NVIDIA グラフ ィ ック  カードまたは、 ATI Stream 
に対応する  ATI グラフ ィ ッ ク  カードを搭載の場合にのみ使えます。 有効に

するには、 [ 編集 ] 環境設定タブの [GPU アクセラレーシ ョ ン ] にチェ ックし

ます。
• Dolby Digital 5.1: 出力動画ファイルに Dolby Digital 5.1 オーディオを含みたい

場合に、 このオプシ ョ ンを選択します (HDD カムコーダー ファイルの作成

時にのみ使用可能 )。
• 出力中にプレビューを表示 : 出力中にプレビューを表示する場合に、 このオ

プシ ョ ンを選択します。 このオプシ ョ ンを選択すると、 出力にかかる時間が

長く なります。
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• 書き込み完了後にファイルを削除する : HD または HDV カムコーダーへの書

き込み後に出力した動画ファイルを削除する場合に、 このオプシ ョ ンを選
択します。

• x.v.Color: x.v.Color は、 普通より広い色範囲が表示できる新しいカラー シス

テムです (HDD カムコーダー ファイルの作成時にのみ使用可能 )。 再生環境

が x.v.color に対応している場合に、 ディスプレイと下位互換性のある  
x.v.color に準拠した高画質のスト リームが作成できます。

• 出力後にコンピューターをシャッ トダウンする : 動画出力後にコンピュー

ターを自動的にシャッ トダウンさせる場合に、 このオプシ ョ ンを選択しま
す。

動画を  YouTube にアップロードする

簡単な手順で、 CyberLink PowerDirector から動画作品を  YouTube (R) に直接アッ

プロードできます。

動画を  YouTube (R) にアップロードするには、 [YouTube] タブを選択して、 必要

事項を入力します。

注 ：作品の作成手順を公開するには、 DirectorZone にログインし、 [DirectorZone に
タイムライン情報を公開 ] を選択します。 DirectorZone にアップロード した動画と一

緒にタイムライン情報が表示されます。

動画の画質を選択する

動画を  YouTube にアップロードする前に、 ドロップダウン  リス トから動画の画

質を選択します。 YouTube へのアップロードが完了すると、 選択した画質に対

応する画質オプシ ョ ンが YouTube の画面に表示されます。

注 ： YouTube の画面に表示される画質オプシ ョ ンは、 元のキャプチャー画質および

動画を再生する帯域幅によって異なります。

出力の環境設定を構成する

出力する前に、 次の出力設定から選択できます。
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• 出力中にプレビューを表示 : 出力中にプレビューを表示する場合に、 このオ

プシ ョ ンを選択します。 このオプシ ョ ンを選択すると、 出力にかかる時間が

長く なります。
• 出力後にコンピューターをシャッ トダウンする : 動画のアップロード後にコ

ンピューターを自動的にシャッ トダウンさせる場合に、 このオプシ ョ ンを
選択します。

動画を  Facebook にアップロードする

簡単な手順で、 CyberLink PowerDirector から作品を  Facebook (R) に直接アップ

ロードできます。

動画を  Facebook (R) にアップロードするには、 [Facebook] タブを選択し、 認証

プロセスを経て、 必要事項を入力します。

動画の画質を選択する

動画を  Facebook にアップロードする前に、 ドロップダウン  リス トから動画の

画質を選択します。

出力の環境設定を構成する

出力する前に、 次の出力設定から選択できます。

• 出力中にプレビューを表示 : 出力中にプレビューを表示する場合に、 このオ

プシ ョ ンを選択します。 このオプシ ョ ンを選択すると、 出力にかかる時間が

長く なります。
• 出力後にコンピューターをシャッ トダウンする : 動画のアップロード後にコ

ンピューターを自動的にシャッ トダウンさせる場合に、 このオプシ ョ ンを
選択します。
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ディスクを作成する
動画作品の作成が完了したら、 [ ディスク作成 ] をクリ ックして、 ディスク作

成モジュールを開きます。 ディスク作成モジュールでは、 作品を簡単な手順で 
CD、 DVD、 Blu-ray ディスク  (Ultra バージ ョ ンのみ ) に書き込みできます。 他の

動画や CyberLink PowerDirector のプロジェク ト をインポート して、 プロ品質の

ディスク作成もできます。

EH

A B C D

FG
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A - ディスク  コンテンツ  タブ、 B - メニューの環境設定タブ、 C - ディスクの環境設定タブ、 D - 
ディスク  メニュー プロパティー、 E - ディスクに書き込み、 F - ディスク  メニューのプレ

ビュー、 G - ディスク切り替え、 H - ディスク  コンテンツ

ディスク  コンテンツをインポートする
[ コンテンツ ] タブには、 すべての動画とプロジェク トが含まれ、 ディスクに

書き込みされます。 ここには、 現在の作品だけでな く、 以前にインポート した
動画や、 以前に CyberLink PowerDirector で作成したプロジェク ト も含まれます。

[ コンテンツ ] タブで行える設定は次の通りです。

•  をクリ ックして、 ディスクに含む動画をインポート します。

•  をクリ ックして、 ディスクに含む CyberLink PowerDirector のプロ

ジェク ト をインポート します。
•  [ メニュー構造 ] ボタンをクリ ックして、 ディスク  メニューのツリー構造を

表示します。 このツリー構造は、 ディスクのすべてのタイ トルを含み、 チャ

プターも表示されます。

ディスク  メニューに含む CyberLink PowerDirector のプロジェク ト をすべてイン

ポート したら、 次の機能を実行します。

•  をクリ ックして、 選択したタイ トルを再生します。

•  をクリ ックして、 ディスク  メニューから選択したタイ トルを削除し

ます。

•  をクリ ックして、 [ 編集 ] モジュールで選択したタイ トルを編集しま

す。

•  をクリ ックして、 選択したタイ トルのチャプターを表示 / 設定 / 編集

します。

ディスク  メニューの環境設定
[ メニューの環境設定 ] タブをクリ ックして、 既存のディスク  メニューを編集

したり、 他のメニュー テンプレート を選択します。

CyberLink PowerDirector のメニュー テンプレートはすべてマルチ レイヤー構造

です。 ムービーの再生、 キャプチャーの選択、 字幕の表示切替が可能なテキス
ト  リンクを含むメイン メニュー ホーム ( ルート ) ページが付いています。
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注 ： ディスク  メニューの字幕ページは、 字幕ルームで [ ソフ ト  サブ ] 機能を選択し

た場合にのみ有効です。 詳細は、 83 ページの 「字幕」 を参照して く ださい。 

テンプレート を選択する

CyberLink PowerDirector には複数のテンプレートが実装されています。 テンプ

レートには、 モーシ ョ ンやメニュー音楽が予め設定されているものもありま
す。

メニュー ページ ・ テンプレートには、 以下の 2 つのタイプがあります。

• チャプター サムネイル ボタンを含むタイプ。

• チャプター テキスト  リンクを含むタイプ。

メニュー テンプレート を選択、 プレビューして、 ディスク作成に使います。 特

定のメニュー ページにメニュー ページ スタイルを適用する場合は [ 適用 ] を選

択します。 すべてのページに同じスタイルを適用する場合は [ すべてのページ

に適用 ] を選択します。

注 ：必要に応じて、 DirectorZone からディスク  メニュー テンプレート をインポート

することもできます。 詳細は、 25 ページの 「DirectorZone からテンプレートをダウ

ンロードする」 を参照して ください。

ディスク  メニューの環境設定をカスタマイズする

ディスク  メニューの表示や作成の操作ができます。 ディスク  メニュー プロパ

ティー エリアには、 ディスクに書き込まれるディスク  メニューが表示されま

す。 [ プレビュー ] ボタンをクリ ックして、 書き込みディスクをプレビューし

ます。

メニューページやチャプターに表示されるテキスト を編集するには、 そのテキ
スト をダブルクリ ックすれば変更できます。 ディスク  メニュー プロパティー 
エリア上のテキスト  プロパティー オプシ ョ ンを使って、 メニュー テキスト  ス
タイル、 サイズ、 配列を変更します。 
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ディスク  メニューの BGM を設定する

メニュー テンプレートには音楽を含むテンプレート もあります。 既存の音楽を

編集したり、  をクリ ックして新しい BGM を追加することもできます。 次の

操作を行う こともできます。

• メニューから現在の BGM を削除するには、  をクリ ックします。

• Magic Music からの BGM を追加するには、  をクリ ックします。 詳細は、62 

ページの 「Magic Music」 を参照して く ださい。

最初に再生する動画を追加する

このオプシ ョ ンを使って、 作成ディスクに最初に再生する動画 ( または 
CyberLink PowerDirector のプロジェク ト ) を追加します。 ディスクをディスク  
プレーヤーに挿入すると、 ディスク  メニューが表示される前に、 この最初の動

画が自動的に再生されます。 この場合、 再生中にナビゲーシ ョ ン  ボタンは利用

できません ( スキップや早送りすることはできません )。 市販ディスクでは通

常、 この部分は著作権情報や警告メ ッセージが表示されますが、 個人的な作品
の場合には、 他の動画クリ ップを利用することができます。

最初の再生クリ ップを設定する方法は、 次の通りです。

•  をクリ ックして、 使用する動画ファイルを選択します。

•  をクリ ックして、 対象ファイルを削除します。

• をクリ ックして、 最初に再生する動画をプレビューします。

再生モードを設定する

 ボタンをクリ ックして、 ディスクの再生方法を設定します。 リス トから使

用する再生モードを  1 つ選択します。

注 ：指定時間ディスク  メニューを表示し、 その後ディスク  コンテンツを自動再生

する場合は、 再生モード設定の [ 自動メニュー タイムアウト ] オプシ ョ ンを選択し

ます。
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各ページのボタン数を設定する

複数のタイ トルまたはチャプターを含むディスクを作成する場合は、 メニュー
またはチャプター ページに表示するサムネイルの数を選択します。 [ 各ページ 
ボタン数 ] のドロップダウンから、 表示する数を選択します。

注 ：表示するサムネイル数を選択したら、 それらのサムネイル ( およびメニュー テ
キスト ) をメニューの任意の場所に移動することができます。 

[ サムネイル インデックスの追加 ] を選択して、 サムネイルの番号をメニュー 
ページに追加します。
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メニュー デザイナーを使用する

メニュー デザイナー * を使う と、 選択したディスク  メニューのスタイルをカ

スタマイズできます。 [ メニュー デザイナー ] ボタンをクリ ックして、 選択した

メニューのカスタマイズを行います。 

A - DirectorZone にアップロード、 B - テキスト  プロパティー変更タブ、 C - テキスト  プロパ

ティー、 D - オブジェク ト  プロパティー設定タブ、 E - カスタム テンプレートの保存、 F - ボタ

ン  プロパティー設定タブ、 G - オブジェク トの追加、 H - TV セーフ  ゾーン / グリ ッ ド  ゾーン、 J 
- メニュー ページ ビュー ( 移動 )

注 ： * CyberLink PowerDirector のオプシ ョ ン機能です。 バージョ ンの詳細は、

Readme ファイルを参照して ください。

A C

H

F G

J

D EB
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メニュー デザイナーを使って、 すべてのディスク  メニュー ページ (3 メニュー

) の編集ができます。 特定のページを変更するには、 [ 移動 ] ドロップダウン  メ
ニューから  [ ルート  メニュー ]、 [ タイ トル / チャプター メニュー ]、 [ 字幕メ

ニュー ] のいずれかを選択します。

注 ：字幕メニュー ページは、 字幕ルームで [ ソフ ト  サブ ] 機能を選択した場合にの

み有効です。 詳細は、 83 ページの 「字幕」 を参照して ください。

プリセッ トの文字種を適用する

テキスト  プロパティーのタブで、 文字プリセッ トのテンプレート をメニュー 
テキストに適用できます。 適用後、 必要に応じてフォン ト、 シャ ドウ、 境界線

を変更します。

メニュー テキストのフォン ト をカスタマイズする

テキスト  プロパティーのタブで、 メニュー テキストのフォン トのサイズ、 色、

フォン トの種類、 太さ、 位置合わせ、 透明度、 ぼかしなどをカスタマイズしま
す。

シャ ドウをメニュー テキストに追加する

テキスト  プロパティーのタブで、 メニュー テキストの周囲にシャ ドウを追加

できます。 オプシ ョ ンを使用して、 シャ ドウの色やサイズを変更したり、 透明

効果やぼかし効果を追加することができます。

メニュー テキストに境界線を追加する

テキスト  プロパティーのタブで、 メニュー テキストの周囲に境界線を追加で

きます。 オプシ ョ ンを使用して、 境界線の色やサイズを変更したり、 透明効果

やぼかし効果を追加することができます。

オブジェク ト  プロパティーを設定する

オブジェク ト  プロパティーの設定タブでは、 すべてのメニュー プロパティー

のカスタマイズができます。 タブには、 メニュー ボタン、 ナビゲーシ ョ ン  ボタ

ン、 テキストなど、 メニューにあるオブジェク トがすべて一覧表示されます。

オブジェク トの一覧からアイテムを選択すると、 そのオブジェク トがプレ
ビュー ウィンドウでハイライ ト表示されます。 ハイライ ト されたオブジェク ト
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に対して、 編集、 サイズ変更、 形の変更、 ディスク  メニューにおける位置の移

動が行えます。

注 ： チャプター リンク  テキスト付きメニューを作成する場合は、 このタブから、

リンク  テキストの選択、 編集、 位置の移動が簡単に行えます。

[ 選択したオブジェク トのみを表示 ] を選択すると、 プロファイル設定時に選

択したオブジェク トのみが表示されます。 オブジェク トの追加ボタンは次の通

りです。

•  - カスタム画像をディスク  メニューにインポート します。

•  - 新しいブランク  テキスト枠をディスク  メニューに追加します。

•  - 新しいボタンをディスク  メニューに追加します。

注 ：  をクリ ックして、 [TV セーフ  ゾーン ] および [ グリ ッ ド  ライン ] をオンに

して、 メニュー ページのオブジェク ト を正確に処理します。

ボタン  プロパティーを設定する

ボタン  プロパティーの設定タブでは、 メニュー デザイナーで、 ディスク  メ
ニューのメニュー ボタンおよびナビゲーシ ョ ン ボタンのカスタマイズができ

ます。 ボタン  フレームのスタイル、 ボタンの位置、 ハイライ トのスタイルを選

択します。

注 ： チャプター テキスト  リンク付きのメニュー テンプレート を選択した場合、 カ

スタマイズできるのはメニューのナビゲーシ ョ ン  ボタンのみです。

ボタン  プロパティーの設定タブでは、 次のようにエフェク ト を設定します。

•  をクリ ックして、 チャプター サムネイルのボタン  フレーム スタイル

を選択します。 [ カスタムのインポート ] を選択して、 カスタマイズしたボ

タン  フレームのスタイルをインポート します。
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•  をクリ ックしてチャプター サムネイル ボタンのレイアウト を設定し

ます。

•  をクリ ックして、 ナビゲーシ ョ ン  ボタンのスタイルを選択します。 [
カスタムのインポート ] を選択して、 カスタマイズしたナビゲーシ ョ ン  ボ
タンのスタイルをインポート します。

•  をクリ ックして、 ボタンのハイライ ト  スタイルを選択します。 [ カス

タムのインポート ] を選択して、 カスタマイズしたボタンのハイライ ト  ス
タイルをインポート します。

背景画像 / 動画を置き換える

ディスク メニューの背景画像または動画を置き換えるには、 [ 背景画像 / 動画

の置き換え ] ボタンをクリ ックします。

ビデオ エフェク ト を選択する

ディスク  メニューに適用するビデオ エフェク ト を選択するには、 [ ビデオ エ

フェク トの選択 ] ボタンをクリ ックします。

ディスク  メニュー テンプレート を保存、 共有する

ディスク  メニュー テンプレートの修正が完了したら、 メニュー プロパティー

のタブに保存して後で使用したり、 DirectorZone にアップロード して共有した

りすることができます。

• [ 共有 ] をクリ ックして、 カスタマイズしたテンプレート を  DirectorZone に
アップロード します。

• [ 保存 ] をクリ ックして、 修正したテンプレート をディスク作成ウィンドウ

のテンプレート  セクシ ョ ンに保存します。

ディスクの環境設定
作品をディスクに書き込む前に、 [ ディスクの環境設定 ] タブをクリ ックして、

ディスクの環境設定 ( ディスクおよび動画ファイル形式、 音声形式など ) を構

成することをお勧めします。

[ ディスクの環境設定 ] タブで、 以下のオプシ ョ ンを設定します。

ディスク形式
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• 動画を書き込むディスク形式を選択します。 選択したディスク形式によっ
て、 ドロップダウンのオプシ ョ ンは異なります。

動画 / 音声の設定

• 動画録画形式 : ディスクの動画録画形式および縦横比を選択します。

• 動画エンコード形式および画質 : ディスクの動画エンコード形式よび画質を

選択します。 スマート  フ ィ ッ ト  オプシ ョ ンは、 使用するディスクの容量に

合わせて、 ビッ ト レート を最高画質に自動調整します。
• 音声エンコード形式およびチャンネル : ディスクの音声形式および出力チャ

ンネル数を選択します。

注 ：表示される動画 / 音声形式オプシ ョ ンは、 選択したディスク形式により異なり

ます。

• CyberLink TrueTheater Surround を有効にしてステレオ サウンドを強化 : 
CyberLink TrueTheater Surround を有効にして BGM を強化する場合に、 この

オプシ ョ ンを選択します。 [ リビングルーム ]、 [ シアター ]、 [ スタジアム ] 
から選択します。

ディスクに書き込む
メディアの確保、 ストーリーの組立、 クリ ップの編集、 オーディオやビジュア
ル エフェク トの追加、 レイアウトやディスク  メニューのカスタマイズなどが

完了したら、 ディスクに書き込みます。

完成作品をディスク  イ メージとして保存しておき、 後でディスクに書き込んだ

り、 ハードディスクに DVD フォルダを作成することも可能です。 書き込みドラ

イブやディスク種類に応じて、 同時に複数のオプシ ョ ンを利用することもでき
ます。

CyberLink PowerDirector は、 以下のディスク形式の書き込みに対応しています。

• DVD: DVD-R、 DVD-RW、 DVD+R、 DVD+RW
• VCD/SVCD: CD-R、 CD-RW
• Blu-ray ディスク *: BD-RE、 BD-R
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注 ：書込み用ディスク形式に関する詳細は、 101 ページの 「ディスクの環境設定」 
を参照して ください。 * CyberLink PowerDirector のオプシ ョ ン機能です。 バージ ョ ン

の詳細は、 Readme ファイルを参照して ください。

ムービーをディスクに書込む

ディスクへの書き込みは、 ディスク作成の最終段階です。 ディスクの書き込み

が完了したら、 ディスク  プレーヤーで再生ができます。 [ 書き込み ] ボタンをク

リ ックして書込み処理を開始します。

注 ：書き込み処理には数分かかります。 動画の長さや画質およびコンピュータの処
理能力によって異なります。 ムービーのレンダリングが完了するまでしばら くお待

ち ください。

書き込み設定を行う

初めてディスクに書き込む場合は、  をクリ ックして書き込み設定を行いま

す。 この設定は、 書き込みの際に毎回使用されますが、 設定の変更は可能です。

フォルダーを作成する

書き込みウィンドウで [ フォルダーの作成 ] を選択すると、 コンピューターに

フォルダーを作成して、 書込みに必要なすべてのファイルを保存します。 この

フォルダーは後でディスクに書き込むことができます。

注 ： フォルダーを作成すると、 そのディ レク ト リ内の既存データはすべて上書きさ
れます。

ディスクを消去する

再書き込み可能ディスクは、 コンテンツを消去し、 書き換えることができま
す。 これにより、 新しいディスクを買わずに、 同じディスクを何度も再利用で

きます。  ボタンをクリ ックすると、 ディスクのコンテンツを消去します。
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ディスクの消去時には、 次を選択します。

• [ クイック ] オプシ ョ ンを選択すると、 ディスクに含まれるディスク ・ イン

デックスを消去します。
• [ フル ] オプシ ョ ンを選択すると、 ディスクに含まれる内容をすべて消去し

ます。
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付録
ここでは、 デジタル動画の制作や PowerDirector の操作の際に参考になる情

報を掲載します。

ホッ トキー
CyberLink PowerDirector でホッ トキーを利用すると、 操作がより簡単になりま

す。 PowerDirector では、 以下のホッ トキーが利用できます。
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システムのホッ トキー

プロジェク トのホッ トキー

ホッ トキー 機能

F1 ヘルプ

Delete 選択したアイテムを削除

Ctrl + Z 元に戻す

Ctrl + Y やり直し

Shift + F12 ホッ トキーの一覧を表示

Alt + スペース 左上隅に最小化したメニューを開く

Alt + F4 CyberLink PowerDirector を終了

ホッ トキー 機能

Ctrl + N 新規のプロジェク ト を作成

Ctrl + O 既存のプロジェク ト を開く

Alt + Enter プロジェク トのプロパティ を表示

Ctrl + S プロジェク ト を保存

Ctrl + Shift + S プロジェク トに名前を付けて保存

Ctrl + Shift + W 新規作業領域
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作業領域のホッ トキー

ホッ トキー 機能

タブ タイムライン / ストーリーボードの切り替え

ホーム クリ ップ / プロジェク トの開始位置に移動

End クリ ップ / プロジェク トの終了位置に移動

, ( カンマ ) コマ戻し

. . ( ピリオド ) コマ送り

下方向キー 次の 1 秒

上方向キー 前の 1 秒

Alt + 1 Magic Fix 機能を開く

Alt + 2 Magic Motion 機能を開く

Alt + 3 Magic Cut 機能を開く

Alt + 4 Magic Style 機能を開く

Alt + 5 Magic Music 機能を開く

Alt + 6 Magic Movie ウィザードを開く

Ctrl + 右方向キー ト ラ ック  ( クリ ップ モード ) で次のクリ ップに移

動

Ctrl + 左方向キー ト ラ ック  ( クリ ップ モード ) で前のクリ ップに移

動

Ctrl + C コピー

Ctrl + X 切り取り

Ctrl + V 貼り付け

+ ルーラーの拡大

- ルーラーの縮小
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スマート  ガイドのホッ トキー

メイン  パネルのホッ トキー

Alt + L マスター ビデオ ト ラ ック以外のト ラックをすべて

ロック

Alt + U ト ラ ックのロックをすべて解除

Alt + C 環境設定を開く

ホッ トキー 機能

Ctrl + Alt + T 音声ト リム オプシ ョ ンの表示

Ctrl + Alt + M マルチ ト リム オプシ ョ ンの表示

F2 PiP デザイナー、 パーティ クル デザイナー、 タイ トル 
デザイナー、 エフェク ト設定を開く

ホッ トキー 機能

Alt + F9 キャプチャー モードに切り換え

Alt + F10 編集モードに切り換え

Alt + F11 出力モードに切り換え

Alt + F12 ディスク作成モードに切り換え

ホッ トキー 機能
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ライブラリーのホッ トキー

ホッ トキー 機能

F2 メディア ファイル名の変更

F3 メディア ルームを開く

F4 エフェク ト  ルームを開く

F5 PiP オブジェク ト  ルームを開く

F6 パーティ クル ルームを開く

F7 タイ トル ルームを開く

F8 ト ランジシ ョ ン  ルームを開く

F9 音量ミキシング ルームを開く

F10 吹き替え録音ルームを開く

F11 チャプター設定ルームを開く

F12 字幕ルームを開く

Ctrl + Enter メディア ビューアーでメディアを表示

Ctrl + A すべて選択

Ctrl + Tab フ ィルタ間の切り換え

Ctrl + D シーンの検出

Ctrl + Q メディア ファイルのインポート

Ctrl + W メディア フォルダーのインポート
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キャプチャーのホッ トキー

吹き替えのホッ トキー

プレビュー ウィンドウのホッ トキー

ホッ トキー 機能

Ctrl + R 録画 / 録音

スペース DV 再生 / プレビュー 一時停止

Ctrl + / DV プレビュー停止

Ctrl + , ( カンマ ) DV 巻戻し

Ctrl + . ( ピリオド ) DV 早送り

Alt + Y キャプチャーした動画にテキスト  キャプ

シ ョ ンを追加

ホッ トキー 機能

Ctrl + H フェードイン

Ctrl + J フェードアウト

Ctrl + R 録音開始

Ctrl + / 録音停止

ホッ トキー 機能

スペース 再生 / 一時停止

Ctrl + / 停止

, ( カンマ ) コマ戻し

. ( ピリオド ) コマ送り

Page Up クリ ップ モードに切り換え
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タイ トル デザイナーのホッ トキー

Page Down ムービー モードに切り換え

Ctrl + F 早送り

[ 開始位置

] 終了位置

Ctrl + Enter メディア ビューアーで素材を表示

Ctrl + P プレビュー ウィンドウでコンテンツのスナップ

シ ョ ッ ト を取得

Ctrl + + ( プラス ) 音量を上げる

Ctrl + - ( マイナス ) 音量を下げる

Ctrl + Backspace ミ ュート / ミ ュート  オフ

Ctrl + U システム音量の調整

ホッ トキー 機能

Ctrl + B テキスト を太字に設定

Ctrl + I テキスト を斜体に設定

Ctrl + L テキスト を左揃え

Ctrl + R テキスト を右揃え

ホッ トキー 機能
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SVRT が適用される条件
SVRT は MPEG-1、 MPEG-2、 H.264 (Ultra バージ ョ ンのみ )、 DV-AVI (Type I) 形式の

動画クリ ップに適用します。 以下の適用条件を満たす場合に SVRT は適用されま

す。 ただし、 クリ ップ ( またはクリ ップの一部 ) をレンダリングする必要はあ

りません。

• フレームレート、 フレームサイズ、 ファイル形式が出力プロファイルと一
致していること。

• ビッ ト レートが出力プロファイルのビッ ト レートに類似していること。
• TV 信号形式が出力プロファイルの TV 信号形式と一致していること。 詳し く

は、 57 ページの 「動画クリ ップのインターレース形式を設定する」　  を参

照して ください。

上記の条件をすべて満たした場合のみ SVRT が使えます。 上記の条件を満たさな

いクリ ップは、 SVRT を使用せずにクリ ップ全体がレンダリングされます。

以下の条件では、 クリ ップ ( またはクリ ップの一部 ) は再レンダリングする必

要があるため、 SVRT は適用できません。

• タイ トルまたはト ランジシ ョ ン  エフェク ト を加える場合

• 動画クリ ップの色を変更する場合
• 音声プロファイルが出力プロファイルと一致しない場合
• 音声クリ ップの音量を変更する場合
• 2 つの動画クリ ップを結合する場合 ( 結合されたクリ ップの前後 2 秒以内の

クリ ップがレンダリングされます )
• 動画クリ ップを分割する場合 ( 分割の前後 2 秒以内のクリ ップがレンダリン

グされます）
• 動画クリ ップを ト リ ミ ングする場合 ( ト リ ミ ングされたクリ ップの前後 2 秒

以内のクリ ップがレンダリングされます )
• 作品の合計時間が 1 分以内の場合で、 動画にレンダリングが必要な個所が

ある場合は、 作品全体をレンダリングします。
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ライセンスと著作権
ここには、 Dolby Laboratories のライセンス契約および著作権情報のみを記載し

ています。 その他のライセンス契約および著作権情報の一覧は、 CyberLink 
PowerDirector Readme ファイルを参照して ください。 

Dolby Laboratories

Manufactured under license from Dolby Laboratories. 泥 olbyî, and the double-D 
symbol are trademarks of Dolby Laboratories. Confidential unpublished works. 
Copyright 1992-1997 Dolby Laboratories. All rights reserved.
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第 8 章 :

テクニカル サポート
この章では、 テクニカル サポートについて説明します。 ユーザーが回答を見つ

けるために役立つ情報が含まれています。 ご購入の代理店、 販売店にお問い合

わせいただ く こともできます。

テクニカル サポートにお問い合わせにな
る前に
CyberLink が提供する以下のサポート  オプシ ョ ン内容をご参照ください ( 無料

)。 

• プログラムに組み込まれている 「ユーザーガイ ド」 または 「オンラインヘ
ルプ」 を参照する。

• CyberLink Web サイ トのサポート  ページの 「ナレッジベース (FAQ)」 を参照

する。

http://jp.cyberlink.com/prog/support/cs/index.do

FAQ にはユーザーガイ ドまたはオンライン  ヘルプよりも新しい情報が掲載され

ている場合があります。

テクニカル サポートに電子メールまたは電話で連絡する際には、 次の情報をあ

らかじめご用意ください。

• 登録済み CD キー (CD キーは、 CD ケース、 箱、 または Cyberlink ストアで製

品購入時に受け取った電子メールに明示されています )。
• 製品名、 バージ ョ ン、 ビルド番号 ( 通常、 ユーザー インターフェイス上の

製品名をクリ ックすると表示されます )。
• お使いの Windows OS のバージ ョ ン。

• システムのハードウェア デバイス ( キャプチャー カード、 サウンド  カー

ド、 VGA カード ) およびその仕様。

• 表示された警告メ ッセージの内容 ( メ ッセージの内容はメモするか、 スク

リーンシ ョ ッ ト をとっておいて ください )。
• ト ラブルの詳しい内容と、 発生した状況。
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Web サポート
CyberLink の Web サポートは、 24 時間いつでも無料で利用できます。

注 ： CyberLink の Web サポート をご利用いただ くには、 まずメンバー登録を行う必

要があります。

CyberLink では、 FAQ やコ ミ ュニテ ィ  フォーラム * を始めとしたさまざまな 
Web サポート  オプシ ョ ンを、 次の言語で提供しています。

注 ： * コ ミ ュニテ ィ  フォーラムは英語のみのサービスになります。

言語 Web サポート  URL

英語 http://www.cyberlink.com/prog/support/cs/index.do

中国語 ( 繁体字 ) http://tw.cyberlink.com/prog/support/cs/index.do

日本語 http://jp.cyberlink.com/prog/support/cs/index.do

イタ リア語 http://it.cyberlink.com/prog/support/cs/index.do

ド イツ語 http://de.cyberlink.com/prog/support/cs/index.do

フランス語 http://fr.cyberlink.com/prog/support/cs/index.do

スペイン語 http://es.cyberlink.com/prog/support/cs/index.do
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シャ ドウ 65
モーシ ョ ン  テンプレート  66
モーシ ョ ンのカスタマイズ 66
モーシ ョ ンの修正 66
位置の変更 65
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共有 68
修正 63
速度 67
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保存 68
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タイ トル エフェク ト
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